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学
会
報
告
　【
20
23
年
（
令
和
5
年
）
1
月
1
日
～
12
月
31
日
開
催
分
】

診
療
科

発
　
表
　
者
　
名

演
　
　
題
　
　
名

学
　
会
　
名

開
催
地

開
催
年
月
日

呼
吸
器
内
科

小
荒
井
晃

成
人
重
症
喘
息
の
治
療

up
 to

 d
at

e．
 

第
4
回

 日
本
ア
レ
ル
ギ
ー
学

会
東
北
地
方
会

 （
教
育
講
演
）
仙
台
市

令
和

5
年

1
月

21
日

呼
吸
器
内
科

小
荒
井
晃

気
管
支
喘
息
治
療
の
最
前
線
～
生
物
学
的
製
剤
．
第

11
6
回
日
本
呼
吸
器
学
会

東
北
地
方
会
（
生
涯
教
育
講

演
）

仙
台
市

令
和

5
年

3
月

4
日

呼
吸
器
内
科

松
本
周
一
郎
，
沼
倉
忠
久
，
山
田
充
啓
，
藤
野
直
也
，

市
川
朋
宏
，
小
荒
井
晃
，
玉
田
　
勉
，
杉
浦
久
敏

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
に
お
け
る
末
梢
血

G
ZM

K
陽
性
免
疫
細
胞
の
役
割
解
明
．

第
63
回
日
本
呼
吸
器
学
会

学
術
講
演
会
（
ミ
ニ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
）

東
京
都

令
和

5
年

4
月

28
日

呼
吸
器
内
科

古
山
和
樹
，
佐
々
木
優
作
，
白
土
陽
一
，
田
中
里
江
，

芦
野
有
悟
，
突
田
真
紀
子
，
渋
谷
里
絵

サ
ル
コ
イ
ド
ー
シ
ス
の
経
過
中
に
悪
性
リ
ン
パ
腫

を
合
併
し
た

1
例
．

第
22

9
回
日
本
内
科
学
会
東

北
地
方
会

仙
台
市

令
和

5
年

6
月

17
日

呼
吸
器
内
科

楢
岡
　
凱
，
佐
々
木
優
作
，
田
中
里
江
，
白
土
陽
一
，

佐
藤
綾
花
，
芦
野
有
悟
，
小
荒
井
晃

C
O

P
D
患
者
の
増
悪
加
療
中
に
発
症
し
た
ニ
ュ
ー

モ
シ
ス
チ
ス
・
カ
リ
ニ
肺
炎
（

P
C

P
）
の

1
例
．
　

 第
23

0
回
日
本
内
科
学
会
東

北
地
方
会

盛
岡
市

令
和

5
年

9
月

2
日

呼
吸
器
内
科

山
岸
健
人
，
田
中
里
江
，
佐
々
木
優
作
，
白
土
陽
一
，

芦
野
有
悟
，
小
荒
井
晃

好
酸
球
数
増
加
を
伴
っ
た

Ig
G

4 
関
連
呼
吸
器
疾

患
の
一
例
．

 
第

11
7
回
日
本
呼
吸
器
学
会

東
北
地
方
会

盛
岡
市

令
和

5
年

9
月

2
日

呼
吸
器
内
科

松
本
周
一
郎
，
沼
倉
忠
久
，
山
田
充
啓
，
藤
野
直
也
，

市
川
朋
宏
，
小
荒
井
晃
，
玉
田
　
勉
，
杉
浦
久
敏

喘
息
の
多
様
性
と
寛
解
　
生
物
学
的
製
剤
に
よ
る

重
症
喘
息
の

re
m

is
si

on
に
関
す
る

re
al

-
w

or
ld

 
ev

id
en

ce
．

第
72
回
日
本
ア
レ
ル
ギ
ー

学
会
学
術
大
会
（
ミ
ニ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
）

東
京
都

令
和

5
年

9
月

22
日

消
化
器
内
科

本
田
純
也
，
横
沢
　
聡
，
川
村
昌
司

ピ
ロ
リ
除
菌
時
代
の
内
視
鏡
的
胃
癌
リ
ス
ク
の
評

価
　
─
多
施
設
共
同
研
究
か
ら
み
え
る
課
題
─

第
21

4
回
日
本
消
化
器
病
学

会
東
北
支
部
例
会

仙
台
市

令
和

5
年

2
月

11
日

消
化
器
内
科

K
aw

am
ur

a 
M

., 
U

ed
o 

N
., 

K
an

es
ak

a 
T.

, 
K

oi
ke

 T
., 

H
at

ta
 W

., 
Iw

ai
 W

., 
Yo

ko
sa

w
a 

S.
, 

A
so

nu
m

a 
S.

, 
O

hy
au

ch
i M

., 
It

o 
H

., 
A

ra
 N

., 
K

ay
ab

a 
S.

, A
be

 Y
.

K
im

u
ra

-
Ta

ke
m

ot
o’

s 
en

do
sc

op
ic

 a
tr

op
h

y 
cl

as
si

fic
at

io
n 

an
d 

en
do

sc
op

ic
 g

ra
di

ng
 o

f g
as

tr
ic

 
in

te
st

in
al

 m
et

ap
la

si
a （

E
G

G
IM
）

:
M

ul
tic

en
te

r 
ob

se
rv

at
io

n 
st

ud
y 

in
 Ja

pa
n.

欧
州
消
化
器
病
週
間

（
U

E
G

W
 2

02
3）

C
op

en
-

ha
ge

n
令
和

5
年

10
月

15
日

消
化
器
内
科

野
村
栄
樹

潰
瘍
性
大
腸
炎
の
最
新
内
科
治
療
と
ウ
パ
ダ
シ
チ

ニ
ブ
の
使
用
経
験

宮
城
県
病
院
薬
剤
師
会
　
第

3
回
炎
症
性
腸
疾
患
研
修
会

仙
台
市

令
和

5
年

4
月

20
日

消
化
器
内
科

S
as

ak
i 

Y.
, 

A
be

 Y
., 

M
iz

um
ot

o 
N

., 
N

om
ur

a 
E

., 
Ta

ka
ha

sh
i 

Y.
, 

A
ra

 N
., 

K
ik

uc
hi

 R
., 

Ta
ka

ha
sh

i 
S.

, 
A

so
nu

m
a 

S.
, S

ho
ji 

M
., 

K
on

do
 Y

., 
Sa

ito
 M

., 
H

at
ta

 
W

., 
O

ik
aw

a 
T.

, 
K

aw
am

ur
a 

M
., 

M
at

su
ha

sh
i 

T.
, 

O
ha

ra
 S

., 
K

oi
ke

 T
., 

M
as

am
un

e 
A

., 
Iij

im
a 

K
., 

U
en

o 
Y.

S
m

al
l 

b
o

w
e

l 
e

n
d

o
sc

o
p

ic
 f

in
d

in
g

s 
fo

r 
eo

si
no

ph
ili

c 
ga

st
ro

en
te

ri
ti

s
:

A
 m

ul
ti

ce
nt

er
 

re
tr

os
pe

ct
iv

e 
st

ud
y.

D
D

W
 （

D
ig

es
ti

ve
 D

is
ea

se
 

W
ee

k）
 2

02
3,

 A
SG

E
C

hi
ca

go
令
和

5
年

5
月

6
日
～

9
日

消
化
器
内
科

M
iz

um
ot

o 
N

., 
A

be
 Y

., 
Sa

sa
ki

 Y
., 

Ta
ka

ha
sh

i Y
., 

A
ra

 
N

., 
N

om
ur

a 
E

., 
Ta

ka
ha

sh
i 

S.
, A

so
nu

m
a 

S.
, S

ho
ji 

M
., 

K
on

do
 Y

., 
Sa

it
o 

M
., 

H
at

ta
 W

., 
O

ik
aw

a 
T.

, 
K

ik
uc

hi
 R

., 
K

aw
am

ur
a 

M
., 

M
at

su
ha

sh
i T

., 
O

ha
ra

 
S.

, K
oi

ke
 T

., 
M

as
am

un
e 

A
., 

Iij
im

a 
K

., 
U

en
o 

Y.

D
is

ti
nc

ti
ve

 g
as

tr
ic

 e
nd

os
co

pi
c 

fe
at

ur
es

 o
f 

eo
si

no
ph

ili
c 

ga
st

ro
en

te
ri

ti
s

:
A

 m
ul

ti
ce

nt
er

 
re

tr
os

pe
ct

iv
e 

st
ud

y.

D
D

W
 （

D
ig

es
ti

ve
 D

is
ea

se
 

W
ee

k）
 2

02
3,

 A
SG

E
C

hi
ca

go
令
和

5
年

5
月

6
日
～

9
日

消
化
器
内
科

野
村
栄
樹

炎
症
性
腸
疾
患
の
最
新
内
科
治
療
に
つ
い
て

太
白
区
若
林
区
医
師
会
講
演
会

仙
台
市

令
和

5
年

5
月

23
日

消
化
器
内
科

野
村
栄
樹

炎
症
性
腸
疾
患
の
診
療

 ～
就
労
支
援
を
含
め

 
て
～

令
和

5
年
度
宮
城
県
医
師
会

医
師
研
修
講
習
会

仙
台
市

令
和

5
年

9
月

20
日
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診
療
科

発
　
表
　
者
　
名

演
　
　
題
　
　
名

学
　
会
　
名

開
催
地

開
催
年
月
日

消
化
器
内
科

N
om

ur
a 

E
., 

Sh
in

do
 T

., 
U

ts
um

i 
S.

, 
N

ak
ay

am
a 

T.
, 

Ta
ka

ha
sh

i 
T.

, 
C

hi
ba

 T
., 

H
ay

ak
aw

a 
H

., 
Ya

go
 S

., 
Iw

at
a 

T.
, S

uz
uk

i N
., 

K
aw

am
ur

a 
M

., 
K

ik
uc

hi
 T

.

C
li

n
ic

al
 c

h
ar

ac
te

ri
st

ic
s 

of
 e

os
in

op
h

il
ic

 
ga

st
ro

en
te

ri
tis

.
A

P
D

W
 （

A
si

an
 P

ac
if

ic
 

D
ig

es
tiv

e 
W

ee
k）

 2
02

3
B

an
gk

ok
令
和

5
年

12
月

6
日

～
9
日

消
化
器
内
科

N
om

ur
a 

E
., 

U
ts

um
i 

S.
, 

N
ak

ay
am

a 
T.

, 
Sh

in
do

 T
., 

Ta
ka

ha
sh

i 
T.

, 
C

hi
ba

 T
., 

H
ay

ak
aw

a 
H

., 
Ya

go
 S

., 
Iw

at
a 

T.
, S

uz
uk

i N
., 

K
aw

am
ur

a 
M

., 
K

ik
uc

hi
 T

.

D
as

at
in

ib
-
in

du
ce

d 
co

lo
ni

c 
po

ly
po

si
s

:
A

 c
as

e 
re

po
rt

 a
nd

 r
ev

ie
w

 o
f t

he
 li

te
ra

tu
re

.
A

P
D

W
 （

A
si

an
 P

ac
if

ic
 

D
ig

es
tiv

e 
W

ee
k）

 2
02

3
B

an
gk

ok
令
和

5
年

12
月

6
日

～
9
日

消
化
器
内
科

野
村
栄
樹

当
科
の
潰
瘍
性
大
腸
炎
診
療
の
現
状
と
ミ
リ
キ
ズ

マ
ブ
の
位
置
づ
け

IB
D
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ

仙
台
市

令
和

5
年

12
月

14
日

消
化
器
内
科

鈴
木
範
明

自
己
免
疫
性
膵
炎
に
つ
い
て

 ─
ス
テ
ロ
イ
ド
性

骨
粗
鬆
症
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
含
め
て
─

 
「
消
化
器
内
科
学
の
未
来
を

考
え
る
」
教
育
講
演

仙
台
市

令
和

5
年

4
月

28
日

消
化
器
内
科

岩
田
朋
晃

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
フ
ォ
ロ
ー

 ～
肝
疾
患
患
者

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
治
療
プ
ラ
ン
の
共
有
方
法
～
肝
疾
患
を
考
え
る
医
療
連
携

セ
ミ
ナ
ー

仙
台
市

（
w

eb
）
令
和

5
年

6
月

30
日

消
化
器
内
科

岩
田
朋
晃

当
院
で
の

ST
R

ID
E
使
用
経
験

H
C

C
 E

xp
er

t S
em

in
er

 in
 宮
城

仙
台
市

令
和

5
年

12
月

12
日

消
化
器
内
科

進
藤
貴
郁
，
川
村
昌
司
，
菊
地
達
也
，
長
﨑
　
太
，

野
村
栄
樹
，
鈴
木
範
明
，
髙
橋
琢
磨
，
千
葉
智
貴
，

早
川
博
騎

腹
腔
鏡
・
内
視
鏡
合
同
胃
局
所
切
除
術
（

L
E

C
S）

が
施
行
さ
れ
た
巨
大
胃
消
化
管
間
質
腫
瘍

（
G

IS
T
）
の

1
例

第
16

9
回
日
本
消
化
器
内
視

鏡
学
会
東
北
支
部
例
会

仙
台
市

令
和

5
年

2
月

10
日

消
化
器
内
科

進
藤
貴
郁
，
野
村
栄
樹
，
髙
橋
琢
磨
，
千
葉
智
貴
，

早
川
博
騎
，
鈴
木
範
明
，
長
﨑
　
太
，
川
村
昌
司
，

菊
地
達
也

当
科
に
お
け
る
好
酸
球
性
胃
腸
炎
の
臨
床
的
特
徴

の
検
討

第
10

9
回
日
本
消
化
器
病
学

会
総
会

長
崎
市

令
和

5
年

4
月

6
日
～

8
日

消
化
器
内
科

髙
橋
琢
磨
，
鈴
木
範
明
，
進
藤
貴
郁
，
千
葉
智
貴
，

早
川
博
騎
，
長
﨑
　
太
，
野
村
栄
樹
，
川
村
昌
司
，

菊
地
達
也

診
断
に
苦
慮
し
た
総
胆
管
瘤
の
一
例

第
21

4
回
日
本
消
化
器
病
学

会
東
北
支
部
例
会

仙
台
市

令
和

5
年

2
月

11
日

消
化
器
内
科

千
葉
智
貴
，
野
村
栄
樹
，
進
藤
貴
郁
，
髙
橋
琢
磨
，

早
川
博
騎
，
渡
辺
ゆ
み
子
，
鈴
木
範
明
，
長
﨑
　
太
，

川
村
昌
司
，
菊
地
達
也

内
視
鏡
的
に
切
除
し
た
直
腸
粘
膜
脱
症
候
群
隆
起

型
の

2
例

第
16

9
回
日
本
消
化
器
内
視

鏡
学
会
東
北
支
部
例
会

仙
台
市

令
和

5
年

2
月

10
日

消
化
器
内
科

千
葉
智
貴
，
野
村
栄
樹
，
菊
地
達
也

特
徴
的
な
画
像
所
見
を
呈
し
た
腸
管
嚢
腫
様
気
腫

症
に
よ
る
腸
重
積
の

2
例

第
59
回
日
本
腹
部
救
急
医

学
会
総
会

宜
野
湾
市
令
和

5
年

3
月

9
日
～

10
日

消
化
器
内
科

早
川
博
騎
，
野
村
栄
樹
，
菊
地
達
也

ス
プ
ル
ー
様
腸
疾
患
が
疑
わ
れ
た
当
科
経
験

2
例
第

16
9
回
日
本
消
化
器
内
視

鏡
学
会
東
北
支
部
例
会

仙
台
市

令
和

5
年

2
月

10
日

消
化
器
内
科

内
海
沙
耶
佳
，野
村
栄
樹
，渡
辺
ゆ
み
子
，進
藤
貴
郁
，

髙
橋
琢
磨
，
千
葉
智
貴
，
早
川
博
騎
，
鈴
木
範
明
，

長
﨑
　
太
，
川
村
昌
司
，
菊
地
達
也

炎
症
性
腸
疾
患
と
鑑
別
を
要
し
た
梅
毒
性
腸
炎
の

一
例

第
16

9
回
日
本
消
化
器
内
視

鏡
学
会
東
北
支
部
例
会

仙
台
市

令
和

5
年

2
月

10
日

消
化
器
内
科

中
山
智
貴
，
川
村
昌
司
，
菊
地
達
也
，
長
﨑
　
太
，

野
村
栄
樹
，
鈴
木
範
明
，
渡
辺
ゆ
み
子
，
平
塚
早
貴
，

進
藤
貴
郁
，
髙
橋
琢
磨
，
千
葉
智
貴
，
早
川
博
騎

地
図
状
発
赤
と
の
鑑
別
に
苦
慮
し
た
除
菌
後
早
期

胃
癌
の
一
例

第
16

9
回
日
本
消
化
器
内
視

鏡
学
会
東
北
支
部
例
会

仙
台
市

令
和

5
年

2
月

10
日

消
化
器
内
科

星
は
る
か
，
野
村
栄
樹
，
進
藤
貴
郁
，
髙
橋
琢
磨
，

千
葉
智
貴
，
早
川
博
騎
，
鈴
木
範
明
，
長
﨑
　
太
，

川
村
昌
司
，
菊
地
達
也

異
な
る
経
過
を
辿
っ
た
好
酸
球
性
胃
腸
炎
の

3
例
第

21
4
回
日
本
消
化
器
病
学

会
東
北
支
部
例
会

仙
台
市

令
和

5
年

2
月

11
日

消
化
器
内
科

古
山
和
樹
，
野
村
栄
樹
，
平
塚
早
貴
，
進
藤
貴
郁
，

髙
橋
琢
磨
，
千
葉
智
貴
，
早
川
博
騎
，
鈴
木
範
明
，

長
﨑
　
太
，
川
村
昌
司
，
渋
谷
里
絵
，
菊
地
達
也

胃
腸
炎
症
状
を
初
発
と
し
た
特
発
性
多
中
心
性

C
as

tle
m

an
病
（

iM
C

D
）
の
一
例

第
21

4
回
日
本
消
化
器
病
学

会
東
北
支
部
例
会

仙
台
市

令
和

5
年

2
月

11
日
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診
療
科

発
　
表
　
者
　
名

演
　
　
題
　
　
名

学
　
会
　
名

開
催
地

開
催
年
月
日

消
化
器
内
科

大
島
誠
矢
，
野
村
栄
樹
，
内
海
沙
耶
佳
，
中
山
智
貴
，

進
藤
貴
郁
，
髙
橋
琢
磨
，
千
葉
智
貴
，
早
川
博
騎
，

矢
後
早
貴
，
岩
田
朋
晃
，
鈴
木
範
明
，
川
村
昌
司
，

菊
地
達
也

慢
性
鉄
欠
乏
性
貧
血
を
き
た
し
た

N
SA

ID
s
貼
付

剤
に
よ
る
小
腸
多
発
潰
瘍
の
一
例

第
21

5
回
日
本
消
化
器
病
学

会
東
北
支
部
例
会
・
第

17
0

回
日
本
消
化
器
内
視
鏡
学
会

東
北
支
部
例
会

盛
岡
市

令
和

5
年

7
月

7
日
～

8
日

循
環
器
内
科

三
引
義
明
，
中
潟
　
寛
，
鈴
木
啓
資
，
諸
沢
　
薦
，

青
木
恒
介
，
佐
藤
英
二
，
山
科
順
裕
，
宮
下
武
彦
，

石
田
明
彦
，
八
木
哲
夫

po
ly

va
sc

ul
ar

 d
is

ea
se
に
合
併
し
た

3
枝
病
変
に

順
次

P
C

I
を
施
行
し
，

3
枝
目
の
左
回
旋
枝
の

O
A

S
施
行
時
に

co
ro

na
ry

 p
er

fo
ra

tio
n
を
来
し

た
一
例

第
52
回
日
本
心
血
管
イ
ン

タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
治
療
学
会

東
北
地
方
会

 

福
島
市

令
和

5
年

2
月

4
日

循
環
器
内
科

宮
下
武
彦
，
鈴
木
　
舞
，
鈴
木
啓
資
，
中
潟
　
寛
，

青
木
恒
介
，
諸
沢
　
薦
，
佐
藤
英
二
，
山
科
順
裕
，

三
引
義
明
，
石
田
明
彦
，
八
木
哲
夫

当
院
に
お
け
る
慢
性
心
不
全
治
療
と

A
C

P
（

A
dv

an
ce

 C
ar

e 
P

la
nn

in
g）
の
現
状

第
9
回

Se
nd

ai
 H

ea
rt

 C
on

-
fe

 re
n c

e
仙
台
市

令
和

5
年

2
月

8
日

循
環
器
内
科

阿
部
拓
斗
，
三
引
義
明
，
鈴
木
啓
資
，
鈴
木
　
舞
，

諸
沢
　
薦
，
中
潟
　
寛
，
青
木
恒
介
，
佐
藤
英
二
，

山
科
順
裕
，
宮
下
武
彦
，
石
田
明
彦
，
八
木
哲
夫

若
年
男
性
に
発
生
し
自
然
軽
快
が
得
ら
れ
た
特
発

性
冠
動
脈
解
離
の

1
例

第
26
回

 東
北
心
血
管
イ

メ
ー
ジ
ン
グ
研
究
会

仙
台
市

令
和

5
年

3
月

25
日

循
環
器
内
科

A
ok

i K
., 

Su
zu

ki
 k

., 
Su

zu
ki

 M
., 

N
ak

ag
at

a 
H

., 
Sa

to
 

E
., 

Ya
m

as
hi

na
 Y

., 
M

iy
as

hi
ta

 Y
., 

M
ib

ik
i 

Y.
, 

Is
hi

da
 

A
., 

Ya
gi

 T
.

T
he

 C
lin

ic
al

 O
ut

co
m

e 
of

 t
he

 S
ec

on
d 

A
bl

at
io

n 
in

 P
at

ie
n

ts
 w

it
h

 N
on

-
pa

ro
xy

sm
al

 A
tr

ia
l 

Fi
br

ill
at

io
n 

Fo
llo

w
in

g 
th

e 
Fi

rs
t 

Se
ss

io
n 

U
si

ng
 

C
ry

ob
al

lo
on

.

第
87
回
日
本
循
環
器
学
会

学
術
集
会

福
岡
市

令
和

5
年

3
月

10
日

～
12
日

循
環
器
内
科

渡
部
と
も
み
，
宮
下
武
彦
，
鈴
木
啓
資
，
縄
田
　
遼
，

鈴
木
　
舞
，
中
潟
　
寛
， 
青
木
恒
介
，
佐
藤
英
二
，

中
嶋
壮
太
，
山
科
順
裕
，
三
引
義
明
，
石
田
明
彦
，

八
木
哲
夫

冠
攣
縮
に

m
vo

ca
rd

ia
l b

ri
dg

e （
M

B
）
が
関
与
し

た
と
考
え
ら
れ
た

1
例

第
17

6
回
日
本
循
環
器
学
会

東
北
地
方
会

盛
岡
市

令
和

5
年

6
月

3
日

循
環
器
内
科

A
ok

i K
., 

Su
zu

ki
 k

., 
Su

zu
ki

 M
., 

N
ak

ag
at

a 
H

., 
Sa

to
 

E
., 

Ya
m

as
hi

na
 Y

., 
M

iy
as

hi
ta

 Y
., 

M
ib

ik
i 

Y.
, 

Is
hi

da
 

A
., 

Ya
gi

 T
.

T
he

 Im
pa

ct
 o

f L
ef

t A
tr

ia
l R

oo
f A

bl
at

io
n 

U
si

ng
 

C
ry

ob
al

lo
on

 i
n 

Pa
ti

en
ts

 w
it

h 
L

on
g-

st
an

di
ng

 
Pe

rs
is

te
nt

 A
tr

ia
l F

ib
ri

lla
tio

n.

第
69
回
日
本
不
整
脈
心
電

学
会
学
術
大
会

札
幌
市

令
和

5
年

7
月

6
日
～

9
日

循
環
器
内
科

M
ib

ik
i 

Y.
, 

N
aw

at
a 

J.
, 

W
at

an
ab

e 
T.

, 
Su

zu
ki

 K
., 

N
ak

ag
at

a 
H

.,
 N

ak
aj

im
a 

S
.,

 A
ok

i 
K

.,
 S

at
o 

E
., 

Ya
m

as
hi

na
 Y

., 
M

iy
as

hi
at

a 
T.

, I
sh

id
a 

A
., 

Ya
gi

 T
.

A
 c

ha
lle

ng
in

g 
P

C
I 

ca
se

 f
or

 a
cu

te
 m

yo
ca

rd
ia

l 
in

fa
rc

ti
on

 b
ec

au
se

 o
f 

Sp
on

ta
ne

ou
s 

co
ro

na
ry

 
ar

te
ry

 d
is

se
ct

io
n．
─

D
if

fi
cu

lt
 c

on
tr

ol
 o

f 
in

tr
al

um
in

al
 h

em
at

om
a 

ex
te

ns
io

n─
.

第
31
回
日
本
心
血
管
イ
ン

タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
治
療
学
会

学
術
集
会
（

C
V

IT
20

23
） 

福
岡
市

令
和

5
年

8
月

5
日

循
環
器
内
科

佐
藤
英
二
，
八
木
哲
夫

仙
台
市
立
病
院
で
の
心
房
細
動
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
現
状

不
整
脈
治
療
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー

仙
台
市

令
和

5
年

9
月

22
日

循
環
器
内
科

髙
橋
拓
也
，
山
科
順
裕
，
武
内
洸
弥
，
齋
藤
慎
也
，

熊
谷
浩
良
，
勝
又
尚
紀
，
鈴
木
啓
資
，
青
木
恒
介
，

佐
藤
英
二
，
石
田
明
彦
，
八
木
哲
夫

遠
隔
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
て

B
IO

M
O

N
IT

O
R

 I
II

の
故
障
が
確
認
さ
れ
た

1
症
例

第
3
回
日
本
不
整
脈
学
会
東

北
支
部
地
方
会

仙
台
市

令
和

5
年

9
月

30
日

循
環
器
内
科

髙
橋
拓
也
，
青
木
恒
介
，
武
内
洸
弥
，
齋
藤
慎
也
，

熊
谷
浩
良
，
勝
又
尚
紀
，
縄
田
　
遼
，
渡
部
と
も
み
，

鈴
木
　
舞
，
鈴
木
啓
資
，
中
潟
　
寛
，
佐
藤
英
二
，

中
嶋
壮
太
，
山
科
順
裕
，
宮
下
武
彦
，
三
引
義
明
，

石
田
明
彦
，
八
木
哲
夫

持
続
性
心
房
細
動
に
対
す
る

ca
th

et
er

 a
bl

at
io

n
後
の
遠
隔
期
に
，
焼
灼
部
位
の

re
m

od
el

in
g
が

確
認
さ
れ
た

1
症
例

カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
関
連
秋
季
大
会

20
23

福
岡
市

令
和

5
年

11
月

18
日
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診
療
科

発
　
表
　
者
　
名

演
　
　
題
　
　
名

学
　
会
　
名

開
催
地

開
催
年
月
日

循
環
器
内
科

渡
部
と
も
み
，
鈴
木
啓
資
，
縄
田
　
遼
，
鈴
木
　
舞
，

中
潟
　
寛
，
青
木
恒
介
，
佐
藤
英
二
，
中
嶋
壮
太
，

山
科
順
裕
，
宮
下
武
彦
，
三
引
義
明
，
石
田
明
彦
，

八
木
哲
夫

破
壊
性
甲
状
腺
炎
に
伴
う

pr
e-

ex
ci

te
d 

A
F
に
対

し
て
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
有
効
で

あ
っ
た
一
例

第
17

7
回
日
本
循
環
器
学
会

東
北
地
方
会

福
島
市

令
和

5
年

12
月

2
日

循
環
器
内
科

三
引
義
明

Fi
re

si
de

 S
es

si
on
　

C
T

O
 教
室

A
D

A
T

A
R

A
 L

iv
e 

D
em

on
-

st
ra

tio
n2

02
3

郡
山
市

令
和

5
年

6
月

2
日

循
環
器
内
科

三
引
義
明

ミ
ニ
レ
ク
チ
ャ
ー
　
な
ご
み
の
ひ
と
と
き
　
い
わ

き
心
血
管
治
療
研
究
会

ラ
イ
ブ
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン

20
23

い
わ
き
市
令
和

5
年

12
月

8
日

腎
臓
内
科

森
　
稚
菜
，
佐
藤
了
亮
，
柴
田
　
翔
，
勝
又
尚
紀
，

山
陰
　
浩
，
古
田
恭
平
，
宮
内
健
一
郎
，
山
本
多
恵

ア
フ
ェ
レ
シ
ス
療
法
に
お
け
る
循
環
血
液
量
モ
ニ

タ
の
有
用
性
の
検
討

東
北
ア
フ
ェ
レ
シ
ス
研
究
会

W
E

B
令
和

5
年

3
月

11
日

腎
臓
内
科

古
田
恭
平
，
山
陰
　
浩
，
宮
内
健
一
郎
，
山
本
多
恵

H
IF

-
P

H
D
阻
害
薬
中
止
後
に
甲
状
腺
機
能
低
下

症
と
透
析
困
難
症
が
改
善
し
た
一
例

第
68
回
日
本
透
析
医
学
会

学
術
集
会
・
総
会

神
戸
市

令
和

5
年

6
月

16
日

～
18
日

腎
臓
内
科

竹
内
陽
一
，
山
本
多
恵
，
成
澤
あ
ゆ
み
，
刈
部
　
博

仙
台
市
に
お
け
る
維
持
透
析
患
者
の
大
脳
基
底
核

出
血
後
の
転
帰

第
68
回
日
本
透
析
医
学
会

学
術
集
会
・
総
会

神
戸
市

令
和

5
年

6
月

16
日

～
18
日

腎
臓
内
科

渡
邉
　
駿
，
豊
原
敬
文
，
山
本
多
恵
，
金
光
祥
臣
，

菊
地
晃
一
，
鈴
木
健
弘
，
田
中
哲
洋
，
阿
部
高
明

透
析
導
入
期
に
お
け
る
血
中
腸
内
細
菌
由
来
尿
毒

素
の
解
析

第
68
回
日
本
透
析
医
学
会

学
術
集
会
・
総
会

神
戸
市

令
和

5
年

6
月

16
日

～
18
日

腎
臓
内
科

佐
藤
了
亮
，
森
　
稚
菜
，
柴
田
　
翔
，
山
陰
　
浩
，

古
田
恭
平
，
宮
内
健
一
郎
，
山
本
多
恵
，
山
内
　
聡

ジ
フ
ェ
ン
ヒ
ド
ラ
ミ
ン
塩
酸
塩
中
毒
に
対
し

V
-
A

E
C

M
O
下
で

H
A

+
H

D
を
施
行
し
た
症
例

第
68
回
日
本
透
析
医
学
会

学
術
集
会
・
総
会

神
戸
市

令
和

5
年

6
月

16
日

～
18
日

腎
臓
内
科

武
内
洸
弥
，
佐
藤
了
亮
，
高
橋
拓
也
，
森
　
稚
菜
，

柴
田
　
翔
，
勝
又
尚
紀
，
山
陰
　
浩
，
古
田
恭
平
，

宮
内
健
一
郎
，
山
本
多
恵
，
石
田
明
彦

胸
郭
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
よ
る
ド
ラ
イ
ウ
ェ
イ
ト

管
理
が
有
用
と
考
え
ら
れ
た
一
例
～
透
析
管
理
へ

の
応
用
の
可
能
性
を
考
察
～

第
68
回
日
本
透
析
医
学
会

学
術
集
会
・
総
会

神
戸
市

令
和

5
年

6
月

16
日

～
18
日

腎
臓
内
科

佐
藤
了
亮
，
森
　
稚
菜
，
柴
田
　
翔
，
勝
又
尚
紀
，

山
陰
　
浩
，
古
田
恭
平
，
宮
内
健
一
郎
，
山
本
多
恵

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
塞
栓
症
に
よ
る

bl
ue

 t
oe
を
合

併
し
た
透
析
導
入
患
者
に
対
し
電
解
水
透
析
を
施

行
し
改
善
を
得
た
一
例

東
北
腎
不
全
研
究
会
学
術
集

会
仙
台
市

令
和

5
年

8
月

19
日

～
20
日

腎
臓
内
科

高
橋
沙
矢
加
，
山
陰
　
浩
，
佐
藤
元
信
，
古
田
恭
平
，

宮
内
健
一
郎
，
山
本
多
恵

腎
後
性
腎
障
害
を
来
し
開
腹
組
織
生
検
に
よ
り
診

断
に
至
っ
た

Ig
G

4
関
連
後
腹
膜
線
維
症
の
一
例

第
23

0
回
日
本
内
科
学
会
東

北
地
方
会

盛
岡
市

令
和

5
年

9
月

2
日

腎
臓
内
科

佐
藤
元
信
，
山
陰
　
浩
，
今
田
悠
介
，
古
田
恭
平
，

宮
内
健
一
郎
，
山
本
多
恵

当
院
に
お
け
る

SA
R

S-
C

oV
-
2
ワ
ク
チ
ン
接
種
後

/
C

O
V

ID
-
19
罹
患
後
の

Ig
A
腎
症

5
例
の
臨
床
経

過

第
53
回
日
本
腎
臓
学
会
東

部
学
術
大
会

仙
台
市

令
和

5
年

9
月

16
日

～
17
日

腎
臓
内
科

山
陰
　
浩
，
佐
藤
元
信
，
今
田
悠
介
，
古
田
恭
平
，

宮
内
健
一
郎
，
山
本
多
恵

広
範
な
大
動
脈
粥
状
硬
化
症
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

塞
栓
症
を
発
症
し
た
方
腎
患
者
の
一
例

第
53
回
日
本
腎
臓
学
会
東

部
学
術
大
会

仙
台
市

令
和

5
年

9
月

16
日

～
17
日

腎
臓
内
科

山
本
多
恵
，
安
藤
重
輝
，
山
口
裕
二
，
宮
崎
真
理
子

仙
台
市

C
K

D
病
診
連
携
モ
デ
ル
事
業
の
立
上
げ

と
初
期
活
動
の
報
告

第
53
回
日
本
腎
臓
学
会
東

部
学
術
大
会

仙
台
市

令
和

5
年

9
月

16
日

～
17
日

腎
臓
内
科

佐
藤
了
亮
，
森
　
稚
菜
，
柴
田
　
翔
，
佐
藤
由
美
，

内
金
崎
叡
智
，
藤
本
英
明
，
佐
藤
元
信
，
山
陰
　
浩
，

古
田
恭
平
，
宮
内
健
一
郎
，
山
本
多
恵

当
院
に
お
け
る
薬
物
中
毒
に
対
し
血
液
浄
化
療
法

を
施
行
し
た

12
症
例
の
検
討

第
44
回
日
本
ア
フ
ェ
レ
シ
ス

学
会
学
術
大
会

盛
岡
市

令
和

5
年

10
月

21
日

～
22
日

腎
臓
内
科

畠
中
ゆ
か
り
，
澤
田
佳
苗
，
佐
藤
あ
け
み

慢
性
腎
臓
病
患
者
へ
の
腎
代
替
療
法
選
択
支
援
の

実
践
報
告

第
26
回
日
本
腎
不
全
看
護

学
会

仙
台
市

令
和

5
年

11
月

19
日
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診
療
科

発
　
表
　
者
　
名

演
　
　
題
　
　
名

学
　
会
　
名

開
催
地

開
催
年
月
日

腎
臓
内
科

大
久
保
康
平
，
佐
藤
了
亮
，
武
内
洸
弥
，
森
　
稚
菜
，

柴
田
　
翔
，
熊
谷
浩
良
，
勝
又
尚
紀
，
中
潟
　
寛
，

宮
下
武
彦
，
三
引
義
明
，
八
木
哲
夫
，
佐
藤
元
信
，

山
陰
　
浩
，
古
田
恭
平
，
宮
内
健
一
郎
，
山
本
多
恵

当
院
に
お
け
る
虚
血
性
心
疾
患
を
合
併
し
た
透
析

患
者
の
受
け
入
れ
状
況

第
51
回
宮
城
県
腎
不
全
研

究
会

仙
台
市

令
和

5
年

12
月

3
日

腎
臓
内
科

澤
井
　
彰
，
山
本
多
恵

当
院
に
お
け
る
透
析
の
開
始
と
継
続
に
関
す
る
意

思
決
定
プ
ロ
セ
ス

第
51
回
宮
城
県
腎
不
全
研

究
会

仙
台
市

令
和

5
年

12
月

3
日

腎
臓
内
科

千
坂
直
史
，
澤
井
　
彰
，
畠
山
　
稔
，
古
田
恭
平
，

山
本
多
恵

透
析
治
療
，
生
活
支
援
に
後
ろ
向
き
な
患
者
の
支

援
に
関
す
る
一
考
察
～
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
視
点
か
ら
～

第
51
回
宮
城
県
腎
不
全
研

究
会

仙
台
市

令
和

5
年

12
月

3
日

脳
神
経
内
科

Ik
en

ou
ch

i H
., 

Ta
na

ka
 K

., 
Ya

m
ag

uc
hi

 E
., 

O
ka

da
 T

., 
Sh

io
za

w
a 

M
., 

In
ou

e 
M

., 
To

yo
da

 K
., 

Ih
ar

a 
M

., 
K

og
a 

M
.

S
id

e-
to

-
si

de
 r

el
at

iv
e 

re
du

ct
io

n
 i

n
 e

n
d-

di
as

to
li

c 
ve

lo
ci

ty
 o

f 
th

e 
co

m
m

on
 c

ar
ot

id
 

ar
te

ry
 fo

r 
em

er
ge

nt
 d

is
cr

im
in

at
io

n 
of

 a
nt

er
io

r 
ci

rc
ul

at
io

n 
la

rg
e 

ve
ss

el
 o

cc
lu

si
on

.

In
te

rn
at

io
na

l 
st

ro
ke

 c
on

-
fe

re
nc

e 
20

23
D

al
la

s
令
和

5
年

2
月

6
日
～

8
日

脳
神
経
内
科

N
oz

ue
 K

., 
Ik

en
ou

ch
i H

., 
Ya

m
am

ot
o 

N
., 

M
iy

am
ot

o 
T.

, E
nd

o 
K

.
P

os
t 

st
ro

ke
 d

ys
ph

ag
ia

 p
re

di
ct

io
n 

sc
or

e 
in

 
ac

ut
e 

is
ch

em
ic

 s
tr

ok
e 

in
 Ja

pa
n.

In
te

rn
at

io
na

l 
st

ro
ke

 c
on

-
fe

re
nc

e 
20

23
D

al
la

s
令
和

5
年

2
月

6
日
～

8
日

脳
神
経
内
科

山
口
　
慧
，
池
之
内
初
，
山
本
尚
輝
，
宮
本
達
夫
，

野
末
　
圭
，
遠
藤
　
薫

下
位
脳
神
経
麻
痺
を
合
併
し
た

V
ZV
髄
膜
炎
の

一
例

第
11

0
回
日
本
神
経
学
会
東

北
地
方
会

仙
台
市

令
和

5
年

3
月

4
日

脳
神
経
内
科

野
末
　
圭
，
池
之
内
初
，
山
本
尚
輝
，
宮
本
達
夫
，

山
口
　
慧
，
遠
藤
　
薫

植
え
込
み
型
心
電
計
が
塞
栓
源
の
推
定
に
有
効
で

あ
っ
た
一
例

第
11

0
回
日
本
神
経
学
会
東

北
地
方
会

仙
台
市

令
和

5
年

3
月

4
日

脳
神
経
内
科

池
之
内
初
，
野
末
　
圭
，
山
口
　
慧
，
宮
本
達
夫
，

山
本
尚
輝
，
遠
藤
　
薫

急
性
期
脳
梗
塞
患
者
に
お
け
る
入
院
時
栄
養
状
態

は
入
院
後
嚥
下
障
害
を
予
測
す
る

ST
R

O
K

E
20

23
横
浜
市

令
和

5
年

3
月

16
日

～
18
日

脳
神
経
内
科

宮
本
達
夫
，
池
之
内
初
，
野
末
　
圭
，
山
口
　
慧
，

山
本
尚
輝
，
遠
藤
　
薫

早
期
経
口
摂
取
訓
練
開
始
は
脳
梗
塞
後
の
嚥
下
障

害
改
善
に
関
連
す
る

第
64
回
日
本
神
経
学
会
学

術
集
会

千
葉
市

令
和

5
年

5
月

31
日

～
6
月

1
日

脳
神
経
内
科

山
口
　
慧
，
池
之
内
初
，
野
末
　
圭
，
宮
本
達
夫
，

山
本
尚
輝
，
遠
藤
　
薫

高
齢
急
性
期
脳
梗
塞
患
者
に
お
け
る
入
院
時
栄
養

状
態
は
経
口
摂
取
開
始
遅
延
に
関
連
す
る

第
64
回
日
本
神
経
学
会
学

術
集
会

千
葉
市

令
和

5
年

5
月

31
日

～
6
月

1
日

脳
神
経
内
科

野
末
　
圭
，
池
之
内
初
，
山
口
　
慧
，
宮
本
達
夫
，

山
本
尚
輝
，
遠
藤
　
薫

急
性
期
脳
梗
塞
に
お
け
る
嚥
下
障
害
予
測
ス
コ
ア

の
構
築

第
64
回
日
本
神
経
学
会
学

術
集
会

千
葉
市

令
和

5
年

5
月

31
日

～
6
月

1
日

脳
神
経
内
科

池
之
内
初

一
般
市
中
病
院
で
の
急
性
期
脳
卒
中
診
療
に
お
け

る
超
音
波
検
査
の
役
割

第
42
回
日
本
脳
神
経
超
音

波
学
会
総
会

/第
26
回
日
本

栓
子
検
出
と
治
療
学
会

東
京
都

令
和

5
年

6
月

16
日

～
17
日

脳
神
経
内
科

野
末
　
圭
，
池
之
内
初
，
宮
本
達
夫
，
山
本
尚
輝
，

遠
藤
　
薫

繰
り
返
す
脳
塞
栓
症
に
お
い
て
植
込
み
型
心
電
計

の
導
入
が
病
態
の
推
定
に
寄
与
し
た
一
例

第
42
回
日
本
脳
神
経
超
音

波
学
会
総
会

/第
26
回
日
本

栓
子
検
出
と
治
療
学
会

東
京
都

令
和

5
年

6
月

16
日

～
17
日

脳
神
経
内
科

谷
澤
優
河
，
池
之
内
初
，
野
末
　
圭
，
山
口
　
慧
，

宮
本
達
夫
，
山
本
尚
輝
，
遠
藤
　
薫

頚
動
脈
エ
コ
ー
は
急
性
内
頚
動
脈
閉
塞
症
例
の
治

療
開
始
時
間
短
縮
に
有
用
で
あ
る

第
42
回
日
本
脳
神
経
超
音

波
学
会
総
会

/第
26
回
日
本

栓
子
検
出
と
治
療
学
会

東
京
都

令
和

5
年

6
月

16
日

～
17
日

脳
神
経
内
科

山
口
枝
里
子
，斎
藤
こ
ず
え
，池
之
内
初
，塩
澤
真
之
，

吉
村
壮
平
，
古
賀
政
利
，
猪
原
匡
史

Vo
lu

m
e 

N
av

ig
at

io
n 

Sy
st

em
で
内
頸
動
脈
に
接

す
る
茎
状
突
起
を
同
定
し
た

E
ag

le
症
候
群
の
二

例

第
42
回
日
本
脳
神
経
超
音

波
学
会
総
会

/第
26
回
日
本

栓
子
検
出
と
治
療
学
会

東
京
都

令
和

5
年

6
月

16
日

～
17
日

脳
神
経
内
科

髙
橋
　
空
，
池
之
内
初
，
宮
本
達
夫
，
池
田
健
祥
，

遠
藤
　
薫

診
断
に
時
間
を
要
し
た
中
心
前
回
梗
塞
で
発
症
し

た
上
矢
状
静
脈
洞
閉
塞
症
の
一
例

第
4
回
日
本
脳
神
経
内
科
血

管
治
療
研
究
会

盛
岡
市

令
和

5
年

8
月

19
日

～
20
日
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診
療
科

発
　
表
　
者
　
名

演
　
　
題
　
　
名

学
　
会
　
名

開
催
地

開
催
年
月
日

脳
神
経
内
科

本
間
正
直
，
池
之
内
初
，
池
田
健
祥
，
宮
本
達
夫
，

遠
藤
　
薫

ミ
ダ
ゾ
ラ
ム
に
よ
り
悪
性
症
候
群
を
発
症
し
た
一

例
第

23
0
回
日
本
内
科
学
会
東

北
地
方
会

盛
岡
市

令
和

5
年

9
月

2
日

脳
神
経
内
科

小
澤
実
佳
子
，
池
之
内
初
，
宮
本
達
夫
，
池
田
健
祥
，

宇
賀
神
智
久
，
遠
藤
　
薫

免
疫
修
飾
療
法
の
併
用
が
寛
解
導
入
に
有
用
で

あ
っ
た
重
症
抗

N
M

D
A
受
容
体
脳
炎
の
一
例

第
11

1
回
日
本
神
経
学
会
東

北
地
方
会

盛
岡
市

令
和

5
年

9
月

9
日

脳
神
経
内
科

藤
山
　
匠
，
池
之
内
初
，
池
田
健
祥
，
宮
本
達
夫
，

遠
藤
　
薫

抗
菌
薬
と
免
疫
修
飾
療
法
が
奏
功
し
た
神
経
梅
毒

に
よ
る
重
症
辺
縁
系
脳
炎
の
一
例

第
27
回
日
本
神
経
感
染
症

学
会
総
会
・
学
術
大
会

横
浜
市

令
和

5
年

10
月

13
日

～
14
日

脳
神
経
内
科

佐
藤
　
歩
，
池
之
内
初
，
鈴
木
啓
資
，
池
田
健
祥
，

宮
本
達
夫
，
遠
藤
　
薫

早
期
治
療
が
奏
功
し
た

SA
R

S-
C

oV
-
2
感
染
に

伴
う

m
ul

tis
ys

te
m

 in
fla

m
m

at
or

y 
sy

nd
ro

m
e 

in
 

ad
ul

ts
 （

M
IS

-
A
）
に
よ
る
髄
膜
脳
炎
の
一
例

第
41
回
日
本
神
経
治
療
学

会
学
術
集
会

東
京
都

令
和

5
年

11
月

3
日

～
5
日

脳
神
経
内
科

池
田
健
祥
，
池
之
内
初
，
宮
本
達
夫
，
遠
藤
　
薫

抗
菌
薬
と
免
疫
修
飾
療
法
が
奏
功
し
た
神
経
梅
毒

に
よ
る
重
症
辺
縁
系
脳
炎
の
一
例

第
41
回
日
本
神
経
治
療
学

会
学
術
集
会

東
京
都

令
和

5
年

11
月

3
日

～
5
日

血
液
内
科

久
保
龍
大
，
小
野
浩
弥
，
突
田
真
紀
子
，
山
本
譲
司

間
質
性
肺
炎
と
の
鑑
別
を
要
し
た

K
L
-
6
産
生
多

発
性
骨
髄
腫
の

1
例

第
22

8
回
日
本
内
科
学
会
東

北
地
方
会

仙
台
市

令
和

5
年

2
月

18
日

血
液
内
科

久
保
龍
大
，
突
田
真
紀
子
，
山
本
譲
司
，
奥
田
光
崇

TA
F

R
O
症
候
群
を
伴
う
キ
ャ
ッ
ス
ル
マ
ン
病
に

リ
ツ
キ
シ
マ
ブ
が
著
効
し
た

1
例

第
22

9
回
日
本
内
科
学
会
東

北
地
方
会

仙
台
市

令
和

5
年

6
月

17
日

糖
尿
病
・
代
謝
内
科
井
泉
知
仁

A
R

N
Iと
代
謝
領
域
の
話
題

9t
h 

Se
nd

ai
 H

ea
rt

 C
on

fe
re

n-
ce

仙
台
市

令
和

5
年

2
月

8
日

糖
尿
病
・
代
謝
内
科
井
泉
知
仁

当
院
の
糖
尿
病
診
療
と
最
近
の
薬
物
療
法
に
つ
い

て
令
和

4
年
度
宮
城
県
薬
剤
師

学
術
研
究
会

仙
台
市

令
和

5
年

2
月

16
日

糖
尿
病
・
代
謝
内
科
井
泉
知
仁

ス
テ
ー
ジ
を
意
識
し
た

2
型
糖
尿
病
の
薬
物
療
法
第

4
回

M
IY

A
G

I C
ir

cu
la

tio
n 

Fo
ru

m
仙
台
市

令
和

5
年

4
月

12
日

糖
尿
病
・
代
謝
内
科
井
泉
知
仁

ス
テ
ー
ジ
を
意
識
し
た

2
型
糖
尿
病
の
薬
物
療
法
柴
田
郡
医
師
会
学
術
講
演
会

大
河
原
町
令
和

5
年

7
月

10
日

糖
尿
病
・
代
謝
内
科
井
泉
知
仁
，
高
橋
広
延
，
高
橋
啓
範

SA
R

S-
C

oV
-
2
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
発
症
し
た

G
A

D
抗
体
陽
性
劇
症

1
型
糖
尿
病
の

1
例

第
61
回
日
本
糖
尿
病
学
会

東
北
地
方
会

仙
台
市

令
和

5
年

11
月

11
日

糖
尿
病
・
代
謝
内
科
木
幡
将
人
，
今
井
淳
太
，
井
泉
知
仁
，
川
名
洋
平
，

遠
藤
　
彰
，
菅
原
裕
人
，
高
橋
　
圭
，
金
子
慶
三
，

片
桐
秀
樹

α 2
A
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
受
容
体
シ
グ
ナ
ル
は
肥
満
形

成
時
の
代
償
性
膵

β
細
胞
増
殖
を
促
進
す
る

第
44
回
日
本
肥
満
学
会
学

術
集
会

仙
台
市

令
和

5
年

11
月

26
日

糖
尿
病
・
代
謝
内
科
久
保
晴
丸
，
今
井
淳
太
，
井
泉
知
仁
，
木
幡
将
人
，

川
名
洋
平
，
遠
藤
　
彰
，
菅
原
裕
人
，
穂
坂
真
一
郎
，

浅
井
洋
一
郎
，児
玉
慎
二
郎
，高
橋
　
圭
，金
子
慶
三
，

片
桐
秀
樹

腸
管
透
過
性
亢
進
は
臓
器
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介

し
て
膵

β
細
胞
増
殖
を
誘
導
す
る

第
44
回
日
本
肥
満
学
会
学

術
集
会

仙
台
市

令
和

5
年

11
月

26
日

外
科

福
田
か
お
り
，
谷
内
亜
衣

術
後
に
判
明
し
た
左
反
回
神
経
麻
痺
を
伴
う
慢
性

甲
状
腺
炎
の
一
例

第
35
回
日
本
内
分
泌
外
科

学
会
総
会

松
本
市

令
和

5
年

6
月

15
日

～
17
日

外
科

Fu
ku

da
 K

., 
H

ei
sh

i 
T.

, 
O

ka
da

 N
., 

Sa
sa

jim
a 

H
., 

M
ai

da
 K

., 
N

ak
am

ur
a 

T.
, 

M
iy

ag
i 

S.
, 

K
ai

w
a 

Y.
, 

Sa
ya

m
a 

J.

A
 c

as
e 

of
 p

em
br

ol
iz

um
ab

-
re

fr
ac

to
ry

 l
oc

al
ly

 
re

cu
rr

en
t 

co
lo

re
ct

al
 c

an
ce

r 
w

it
h 

si
gn

ifi
ca

nt
 

re
sp

on
se

 to
 e

nc
or

af
en

ib
 a

nd
 c

et
ux

im
ab

.

第
61
回
日
本
癌
治
療
学
会

学
術
集
会

横
浜
市

令
和

5
年

10
月

19
日

～
21
日

外
科

福
田
か
お
り

甲
状
腺
機
能
異
常
を
来
し
た
リ
チ
ウ
ム
中
毒
の
二

症
例
（
甲
状
腺
機
能
低
下
症
例
と
甲
状
腺
中
毒
症

例
の
そ
れ
ぞ
れ
）

第
66
回
日
本
甲
状
腺
学
会

学
術
集
会

金
沢
市

令
和

5
年

12
月

7
日

～
12
月

9
日
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診
療
科

発
　
表
　
者
　
名

演
　
　
題
　
　
名

学
　
会
　
名

開
催
地

開
催
年
月
日

外
科

谷
内
亜
衣
，
寺
澤
孝
幸
，
福
田
か
お
り

ト
ラ
ス
ツ
ズ
マ
ブ
　
デ
ル
ク
ス
テ
カ
ン
を
投
与
し

た
H

E
R

2
陽
性
再
発
・
手
術
不
能
乳
癌

6
症
例
の

検
討

第
31
回
乳
癌
学
会

横
浜
市

令
和

5
年

6
月

29
日

外
科

押
野
智
博
，
谷
内
亜
衣
，
鈴
木
千
穂
，
岩
瀬
ま
ど
か
，

宮
坂
美
和
子
，
土
井
歓
子
，
原
　
勇
紀
，
松
永
有
紀
「
次
世
代
の
乳
が
ん
医
療
を
拓
く
」
会
長
特
別
企

画
　
─
治
療
効
果
を
損
な
う
こ
と
な
く
無
駄
な
治
療
を

減
ら
す
─

（
de

-
es

ca
la

te
）

第
31
回
乳
癌
学
会

横
浜
市

令
和

5
年

6
月

29
日

外
科

近
藤
裕
哉
，
瓶
子
隆
弘
，
高
橋
悠
梧
，
古
賀
崇
寛
，

岡
田
　
望
，
笹
嶋
秀
憲
，
谷
内
亜
衣
，
田
島
悠
太
，

米
田
　
海
，
中
村
崇
宣
，
宮
城
重
人
，
福
田
か
お
り
，

貝
羽
義
浩
，
寺
澤
孝
幸
，
渡
辺
徹
雄

胆
石
保
存
療
法
経
過
中
に
胆
嚢
十
二
指
腸
瘻
を
発

症
し
，
そ
の
後
落
石
に
伴
う
胆
石
性
イ
レ
ウ
ス
を

き
た
し
た
一
例

第
85
回
日
本
臨
床
外
科
学

会
岡
山
市

令
和

5
年

11
月

16
日

外
科

大
島
誠
矢
，
岡
田
　
望
，
高
橋
悠
悟
，
久
保
田
洋
介
，

笹
嶋
秀
憲
，
谷
内
亜
衣
，
田
島
悠
太
，
米
田
　
海
，

中
村
崇
宣
，
瓶
子
隆
弘
，
宮
城
重
人
，
福
田
か
お
り
，

貝
羽
義
浩
，
寺
澤
孝
幸
，
佐
山
淳
造

妊
娠
中
の
急
性
虫
垂
炎
に
対
し
て
開
腹
虫
垂
切
除

術
を
施
行
し
た
一
例

第
85
回
日
本
臨
床
外
科
学

会
岡
山
市

令
和

5
年

11
月

17
日

外
科

中
村
崇
宣
，
瓶
子
隆
弘

食
道
腺
様
嚢
胞
癌
の

1
例

第
77
回
日
本
食
道
学
会
学

術
集
会

大
阪
市

令
和

5
年

6
月

29
日

外
科

中
村
崇
宣

腹
腔
鏡
下
結
腸
切
除
術
へ
の
体
腔
内
吻
合
導
入
に

つ
い
て

第
18

4
回
東
北
外
科
集
談
会
　

ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

山
形
市

令
和

5
年

9
月

16
日

外
科

宮
城
重
人
，
米
田
　
海
，
笹
嶋
秀
憲
，
藤
尾
　
淳
，

戸
子
台
和
哲
，柏
舘
俊
明
，宮
澤
恒
持
，佐
々
木
健
吾
，

中
川
　
圭
，
渡
辺
徹
雄
，
海
野
倫
明
，
亀
井
　
尚

 

進
行
胆
膵
癌
・
血
管
合
併
切
除
再
建
後
の
，
肝
類

洞
内
皮
保
護
を
目
的
と
し
た
セ
リ
ン
プ
ロ
テ
ア
ー

ゼ
阻
害
剤
に
よ
る
周
術
期
管
理
（

W
S）

日
本
外
科
学
会

東
京
都

令
和

5
年

4
月

27
日

外
科

佐
井
康
真
，
宮
城
重
人
，
岡
田
　
望
，
笹
嶋
秀
憲
，

田
島
悠
太
，
米
田
　
海
，
中
村
崇
宣
，
瓶
子
隆
弘
，

福
田
か
お
り
，
貝
羽
義
浩
，
寺
澤
孝
幸
，
佐
山
淳
造
，

渡
辺
徹
雄

巨
脾
に
対
し
一
期
的
に
脾
動
脈
塞
栓
と
腹
腔
鏡
下

m
od

ifi
ed

 H
as

sa
b
手
術
を
施
行
し
た
一
例

東
北
外
科
集
談
会

仙
台
市

令
和

5
年

6
月

10
日

外
科

宮
城
重
人
，
藤
尾
　
淳
，
宮
澤
恒
持
，
佐
々
木
健
吾
，

松
村
宗
幸
，
米
田
　
海
，
笹
嶋
秀
憲
，
渡
辺
徹
雄
，

戸
子
台
和
哲
，
海
野
倫
明
，
亀
井
　
尚

肝
門
部
胆
管
癌
手
術
に
も
応
用
可
能
な
，
生
体
肝

移
植
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
血
行
再
建
術
の
工
夫

 ─
非

解
剖
学
的
動
脈
再
建
を
含
む
（
指
定
演
題
）

日
本
肝
移
植
学
会

松
山
市

令
和

5
年

6
月

1
日

外
科

M
iy

ag
i 

S
., 

M
ai

da
 K

., 
S

as
aj

im
a 

H
., 

T
aj

im
a 

Y.
,  

N
ak

am
ur

a 
T.

, 
H

ei
sh

i 
T.

, 
Fu

ku
da

 K
., 

K
ai

w
a 

Y.
, 

Sa
ya

m
a 

J.
, 

 O
ka

da
 N

., 
K

og
a 

T.
, 

T
ak

ah
as

hi
 Y

., 
W

at
an

ab
e 

T.
, U

nn
o 

M
., 

K
am

ei
 T

. 

In
no

va
ti

on
 o

f 
ar

te
ri

al
 r

ec
on

st
ru

ct
io

n 
in

 o
ld

 
pa

ti
en

ts
’  

re
va

sc
ul

ar
iz

at
io

n 
w

it
h 

pr
og

re
ss

iv
e 

H
B

P
 c

an
ce

r.（
要
望
ビ
デ
オ
）

日
本
消
化
器
外
科
学
会

函
館
市

令
和

5
年

7
月

12
日

外
科

滝
戸
成
人
，
宮
城
重
人

心
停
止
肝
細
胞
の
機
能
評
価
と
機
械
灌
流
が
機
能

に
与
え
る
影
響

日
本
臓
器
保
存
生
物
医
学
会

旭
川
市

令
和

5
年

10
月

20
日

外
科

宮
城
重
人
，
丸
橋
　
繁

一
般
演
題

:
臓
器
保
存
　
座
長

日
本
臓
器
保
存
生
物
医
学
会

旭
川
市

令
和

5
年

10
月

20
日

外
科

野
島
真
之
介
，
宮
城
重
人
，
高
橋
悠
梧
，
古
賀
崇
寛
，

岡
田
　
望
，
笹
嶋
秀
憲
，
谷
内
亜
衣
，
田
島
悠
太
，

米
田
　
海
，
中
村
崇
宣
，
瓶
子
隆
弘
，
福
田
か
お
り
，

貝
羽
義
浩
，
佐
山
淳
造
，
渡
辺
徹
雄

腹
腔
鏡
下
肝
切
除
術
の
安
全
性
に
関
す
る
検
討

日
本
臨
床
外
科
学
会

岡
山
市

令
和

5
年

11
月

16
日



102
診
療
科

発
　
表
　
者
　
名

演
　
　
題
　
　
名

学
　
会
　
名

開
催
地

開
催
年
月
日

外
科

貝
羽
義
浩
，
佐
山
淳
造
，
福
田
か
お
り
，
宮
城
重
人
，

瓶
子
隆
弘
，
久
保
田
洋
介
，
中
村
崇
宣
，
米
田
　
海
，

笹
嶋
秀
憲
，
佐
井
康
直
，
岡
田
　
望
，
樋
口
則
男

鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
に
対
す
る

TA
P

P
法
に
お
け
る
腹

膜
切
開
の
比
較
　
─
環
状
切
開
か
高
位
切
開
か
─
　第

9
回
日
本
臨
床
外
科
学
会

宮
城
県
支
部
総
会

仙
台
市

令
和

5
年

1
月

28
日

外
科

貝
羽
義
浩
，
高
山
哲
郎
，
大
西
佳
祐
，
佐
藤
多
未
笑

胃
癌
に
対
す
る
腹
腔
鏡
下
噴
門
側
胃
切
除
術
に
お

け
る

SO
F

Y
法
再
建
の
中
期
成
績

第
12

3
回
日
本
外
科
学
会

東
京
都

令
和

5
年

4
月

28
日

外
科

貝
羽
義
浩
，
米
田
　
海
，
岡
田
　
望
，
古
賀
崇
寛
，

高
橋
悠
梧
，
佐
山
淳
造

eT
E

P
と

SC
O

L
A

 t
ec

hn
iq

ue
を
用
い
て
修
復
し

た
腹
壁
偽
ヘ
ル
ニ
ア
の
経
験

第
34
回
内
視
鏡
外
科
フ
ォ
ー

ラ
ム

盛
岡
市

令
和

5
年

5
月

20
日

外
科

貝
羽
義
浩

腹
壁
ヘ
ル
ニ
ア
に
対
す
る
手
術
　
─
開
腹
？
鏡
視

下
？
メ
ッ
シ
ュ
は
腹
腔
内
？
腹
膜
外
？
─

第
21
回
日
本
ヘ
ル
ニ
ア
学

会
大
阪
府

令
和

5
年

5
月

26
日

外
科

貝
羽
義
浩

白
線
損
傷
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る

eT
E

P
後
腹
壁

ヘ
ル
ニ
ア
再
発
の
経
験

第
21
回
日
本
ヘ
ル
ニ
ア
学

会
大
阪
府

令
和

5
年

5
月

26
日

外
科

岡
田
　
望
，
貝
羽
義
浩
，
佐
井
康
真
，
笹
嶋
秀
憲
，

谷
内
亜
衣
，
田
島
悠
太
，
米
田
　
海
，
中
村
崇
宣
，

瓶
子
隆
弘
，
久
保
田
洋
介

高
度
肥
満
の

S
状
結
腸
膀
胱
瘻
に
対
し
体
腔
内
吻

合
に
よ
る
腹
腔
鏡
下

S
状
結
腸
切
除
再
建
を
行
っ

た
1
例

第
18

3
回
東
北
外
科
集
談
会

仙
台
市

令
和

5
年

6
月

10
日

外
科

貝
羽
義
浩
，
福
田
か
お
り
，
宮
城
重
人
，
瓶
子
隆
弘
，

中
村
隆
線
，
米
田
　
海
，
笹
嶋
秀
憲
，
佐
井
康
真
，

岡
田
　
望

再
発
鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
に
対
す
る
腹
腔
鏡
下
ヘ
ル
ニ

ア
根
治
術
（

TA
P

P
，

T
E

P
）
の
工
夫

第
76
回
日
本
消
化
器
外
科

学
会
総
会

函
館
市

令
和

5
年

7
月

14
日

外
科

貝
羽
義
浩
，
米
田
　
海
，
岡
田
　
望
，
高
橋
悠
梧
，

笹
嶋
秀
憲
，
中
村
崇
宣
，
瓶
子
隆
弘
，
福
田
か
お
り

当
科
で
施
行
し
て
い
る
腹
壁
瘢
痕
ヘ
ル
ニ
ア
に
対

す
る

Ta
ilo

re
d 

ap
pr

oa
ch

第
85
回
日
本
臨
床
外
科
学

会
総
会

岡
山
市

令
和

5
年

11
月

16
日

外
科

高
橋
悠
梧
，
貝
羽
義
浩
，
岡
田
　
望
，
笹
嶋
秀
憲
，

谷
内
亜
衣
，
田
島
悠
太
，
米
田
　
海
，
中
村
崇
宣
，

久
保
田
洋
介
，瓶
子
隆
弘
，福
田
か
お
り
，宮
城
重
人
，

寺
澤
孝
幸

胸
腔
鏡
・

H
A

L
S
併
用
で
根
治
術
を
行
っ
た
外
傷

性
横
隔
膜
ヘ
ル
ニ
ア
の
一
例

第
85
回
日
本
臨
床
外
科
学

会
総
会

岡
山
市

令
和

5
年

11
月

18
日

外
科

貝
羽
義
浩
，
米
田
　
海
，
岡
田
　
望
，
中
村
崇
宣
，

瓶
子
隆
弘
，
福
田
か
お
り
，
宮
城
重
人

複
雑
性
腹
壁
瘢
痕
ヘ
ル
ニ
ア
の
治
療
戦
略
と
治
療

成
績

第
36
回
日
本
内
視
鏡
外
科

学
会
総
会

横
浜
市

令
和

5
年

12
月

7
日

外
科

貝
羽
義
浩
，
岡
田
　
望
，
佐
山
淳
造

SC
O

L
A
で
修
復
し
た
腹
壁
瘢
痕
ヘ
ル
ニ
ア
の

1
例

第
15
回
東
北
ヘ
ル
ニ
ア
研

究
会

仙
台
市

令
和

5
年

12
月

16
日

脳
神
経
外
科

K
ar

ib
e 

H
., 

N
ar

is
aw

a 
A

., 
N

ag
ai

 A
., 

K
am

ey
am

a 
M

., 
N

ak
ag

aw
a 

A
., 

Yo
m

in
ag

a 
T.

In
ci

de
nc

e 
of

 c
hr

on
ic

 s
ub

du
ra

l h
em

at
om

a 
af

te
r 

m
ild

 tr
au

m
at

ic
 h

ea
d 

in
ju

ry
 in

 e
lld

er
ly

 p
at

ie
nt

s 
w

it
h 

or
 w

it
ho

ut
 p

re
tr

au
m

at
ic

 c
on

di
ti

on
in

g 
of

 
an

tit
hr

om
bo

tic
 d

ru
gs

. 

W
o

rl
d

 F
e

d
e

ra
ti

o
n

 o
f 

N
eu

ro
su

rg
ic

al
 S

oc
ie

ti
es

 
ed

u
ca

ti
on

al
 s

ym
po

si
u

m
 

W
eb

in
ar

 #
63

C
ai

ro
, 

E
gy

pt
令
和

5
年

1
月

13
日

脳
神
経
外
科

刈
部
　
博
，
成
澤
あ
ゆ
み
，
永
井
　
新
，
亀
山
元
信

頭
蓋
穿
通
性
損
傷
の
外
科
治
療

第
71
回
宮
城
県
脳
神
経
手

術
V

T
R
研
究
会

仙
台
市

令
和

5
年

1
月

25
日

脳
神
経
外
科

永
井
　
新
，
成
澤
あ
ゆ
み
，
刈
部
　
博
，
亀
山
元
信

頭
部
外
傷
例
に
お
け
る
抗
凝
固
薬
中
和
と
血
栓
塞

栓
性
合
併
症

第
20
回
宮
城
頭
部
外
傷
研

究
会

仙
台
市

令
和

5
年

2
月

9
日

脳
神
経
外
科

刈
部
　
博
，
成
澤
あ
ゆ
み
，
永
井
　
新
，
亀
山
元
信
，

中
川
敦
寛
，
冨
永
悌
二

抗
血
栓
薬
内
服
下
の
高
齢
者
頭
部
外
傷
に
対
す
る

治
療
戦
略

第
28
回
日
本
脳
神
経
外
科

救
急
学
会

和
歌
山
市
令
和

5
年

2
月

16
日

脳
神
経
外
科

刈
部
　
博
，
成
澤
あ
ゆ
み
，
永
井
　
新
，
亀
山
元
信
，

中
川
敦
寛
，
冨
永
悌
二

慢
性
硬
膜
下
血
腫
の
再
発
因
子
　
─
文
献
レ

ビ
ュ
ー
─

第
46
回
日
本
脳
神
経
外
傷

学
会

岡
山
市

令
和

5
年

2
月

24
日
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診
療
科

発
　
表
　
者
　
名

演
　
　
題
　
　
名

学
　
会
　
名

開
催
地

開
催
年
月
日

脳
神
経
外
科

永
井
　
新
，
刈
部
　
博
，
成
澤
あ
ゆ
み
，
亀
山
元
信
，

冨
永
悌
二

急
性
期
頭
部
外
傷
例
に
お
け
る
抗
凝
固
薬
中
和
と

血
栓
塞
栓
性
合
併
症
に
つ
い
て
の
検
討

第
64
回
日
本
脳
神
経
外
科

学
会
東
北
支
部
会

仙
台
市

令
和

5
年

3
月

11
日

脳
神
経
外
科

永
井
　
新
，
刈
部
　
博
，
成
澤
あ
ゆ
み
，
冨
永
悌
二

抗
凝
固
薬
内
服
中
の
外
傷
性
急
性
硬
膜
下
血
腫
に

対
し
て
特
異
的
中
和
剤
使
用
後
早
期
に
脳
梗
塞
を

来
し
た

2
例

第
52
回
日
本
脳
卒
中
の
外

科
学
会
学
術
集
会

横
浜
市

令
和

5
年

3
月

16
日

脳
神
経
外
科

成
澤
あ
ゆ
み
，
永
井
　
新
，
刈
部
　
博
，
亀
山
元
信

金
属
フ
ッ
ク
に
よ
る
頭
部
穿
通
性
外
傷
の

1
例

第
51
回
日
本
小
児
神
経
外

科
学
会

宇
都
宮
市
令
和

5
年

6
月

9
日

脳
神
経
外
科

永
井
　
新
，
刈
部
　
博
，
成
澤
あ
ゆ
み
，
亀
山
元
信
，

冨
永
悌
二

頭
部
外
傷
例
に
お
け
る
抗
凝
固
薬
の
特
異
的
中
和
第

37
回
日
本
神
経
救
急
学

会
学
術
集
会

軽
井
沢
町
令
和

5
年

6
月

24
日

脳
神
経
外
科

刈
部
　
博
，成
澤
あ
ゆ
み
，和
泉
健
大
龍
，中
川
敦
寛
，

遠
藤
英
徳

穿
通
性
脳
損
傷
の
臨
床

第
37
回
日
本
神
経
救
急
学

会
学
術
集
会

軽
井
沢
町
令
和

5
年

6
月

24
日

脳
神
経
外
科

刈
部
　
博

救
急
外
来
を
受
診
し
た
高
齢
者
軽
症
頭
部
外
傷
の

“ そ
の
後

” 　
─
慢
性
硬
膜
下
血
腫
の
自
然
史
─

第
37
回
日
本
神
経
救
急
学

会
学
術
集
会

軽
井
沢
町
令
和

5
年

6
月

24
日

脳
神
経
外
科

K
ar

ib
e 

H
., 

N
ar

is
aw

a 
A

., 
Iz

um
i 

K
., 

N
ak

ag
aw

a 
A

., 
E

nd
o 

H
., 

To
m

in
ag

a 
T.

U
se

fu
ln

es
s 

an
d 

li
m

it
at

io
n

 o
f 

th
e 

Ja
pa

n 
gu

id
el

in
e 

fo
r 

th
e 

m
an

ag
em

en
t 

of
 t

ra
um

at
ic

 
br

ai
n 

in
ju

ry
. 

T
he

 6
th

 W
or

ld
 T

ra
um

a 
C

on
gr

es
s

東
京
都
新

宿
区

令
和

5
年

8
月

9
日

脳
神
経
外
科

和
泉
健
大
龍
，
成
澤
あ
ゆ
み
，
刈
部
　
博
，
遠
藤
英

徳
脳
梗
塞
に
対
し
て
抗
血
栓
療
法
を
開
始
後
，
脳
出

血
を
き
た
し
た
好
酸
球
性
多
発
血
管
炎
性
肉
芽
腫

症
の

1
例

第
65
回
日
本
脳
神
経
外
科

学
会
東
北
支
部
会

盛
岡
市

令
和

5
年

9
月

3
日

脳
神
経
外
科

刈
部
　
博
，成
澤
あ
ゆ
み
，和
泉
健
大
龍
，中
川
敦
寛
，

遠
藤
英
徳

高
齢
者
気
象
頭
部
外
傷
に
お
け
る
慢
性
硬
膜
下
血

腫
の
発
生
頻
度
と
自
然
史

日
本
脳
神
経
外
科
学
会
第

82
回
学
術
集
会

横
浜
市

令
和

5
年

10
月

25
日

脳
神
経
外
科

K
ar

ib
e 

H
., 

N
ar

is
aw

a 
A

., 
H

ay
as

hi
 T

., 
N

ak
ag

aw
a 

A
., 

E
nd

o 
H

.
D

el
ay

ed
 d

et
er

io
ra

ti
on

 f
ol

lo
w

in
g 

T
B

I 
in

 t
he

 
el

de
rl

y.
T

he
 1

8t
h 

W
or

ld
 C

on
gr

es
s 

of
 N

eu
ro

su
rg

er
y 

W
F

N
S 

20
23

C
ap

e 
To

w
n,

 
So

ut
h 

A
fr

ic
a

令
和

5
年

12
月

8
日

整
形
外
科

佐
野
博
高

有
限
要
素
法
を
用
い
た
肩
関
節
疾
患
の
発
生
機
序

と
治
療
方
法
の
検
討

第
46
回
仙
台
肩
関
節
研
究

会
仙
台
市

令
和

5
年

3
月

4
日

整
形
外
科

佐
野
博
高

構
造
が
分
か
れ
ば
よ
く
分
か
る
─
肩
の
痛
み
の
原

因
と
治
療
法

第
12

8
回
日
本
解
剖
学
会
総

会
・
全
国
学
術
集
会
・
市
民

公
開
講
座

仙
台
市

令
和

5
年

3
月

18
日

整
形
外
科

佐
野
博
高
，
小
松
田
辰
郎

生
体
力
学
的
に
み
た
反
復
性
肩
関
節
脱
臼
に
対
す

る
烏
口
突
起
移
行
術
の
手
技
と
そ
の
効
果

日
本
ス
ポ
ー
ツ
整
形
外
科
学

会
20

23
広
島
市

令
和

5
年

6
月

29
日

～
7
月

1
日

整
形
外
科

佐
野
博
高

上
腕
骨
近
位
端
骨
折
の
発
生
機
序
と
手
術
法
の
検

討
九
州
大
学
応
用
力
学
研
究
所
研

究
集
会
「
整
形
外
科
と
応
用
力

学
の
融
合
～
予
防
医
学
と
し
て

の
骨
折
力
学
の
確
立
～
」

福
岡
市

令
和

5
年

7
月

29
日

整
形
外
科

佐
野
博
高
，
小
松
田
辰
郎
，
内
山
善
康
，
阿
部
博
男

上
腕
骨
近
位
端
用
髄
内
釘
上
端
は
骨
頭
上
縁
か
ら

4 
m

m
 以
内
に
す
べ
き
で
あ
る

第
50
回
日
本
肩
関
節
学
会

東
京
都

令
和

5
年

10
月

13
日

～
14
日

整
形
外
科

佐
野
博
高
，
小
松
田
辰
郎
，
小
澤
浩
司
，
横
堀
壽
光

有
限
要
素
解
析
か
ら
考
え
る
肩
腱
板
断
裂
の
発

生
・
拡
大
機
序
と
手
術
法

第
50
回
日
本
臨
床
バ
イ
オ

メ
カ
ニ
ク
ス
学
会

姫
路
市

令
和

5
年

11
月

10
日

～
11
日



104
診
療
科

発
　
表
　
者
　
名

演
　
　
題
　
　
名

学
　
会
　
名

開
催
地

開
催
年
月
日

整
形
外
科

佐
野
博
高
，
小
松
田
辰
郎
，
内
藤
大
裕
，
東
藤
　
貢
，

小
澤
浩
司

上
腕
骨
近
位
端
骨
折
の
生
体
力
学
的
発
生
機
序
解

明
の
試
み

:
4-

pa
rt
骨
折
は
ど
の
よ
う
に
生
じ
る

か
？

第
50
回
日
本
臨
床
バ
イ
オ

メ
カ
ニ
ク
ス
学
会

姫
路
市

令
和

5
年

11
月

10
日

～
11
日

整
形
外
科

佐
野
博
高
，
小
松
田
辰
郎
，
内
山
善
康
，
阿
部
博
男

髄
内
釘
に
よ
る
上
腕
骨

2-
pa

rt
外
科
頚
骨
折
固
定

後
内
反
変
形
の
発
生
機
序

第
69
回
宮
城
骨
折
治
療
研

究
会

仙
台
市

令
和

5
年

4
月

15
日

整
形
外
科

佐
藤
貴
也
，
入
江
太
一
，
小
暮
敦
史

当
院
で
行
な
っ
た
大
腿
骨
頚
部
骨
折
の
骨
接
合
術

後
大
腿
外
側
部
痛
に
対
す
る
手
術
療
法

 
第

50
回
日
本
股
関
節
学
会

学
術
集
会

福
岡
市

令
和

5
年

10
月

27
日

～
28
日

整
形
外
科

入
江
太
一

Ye
ar

 r
ev

ie
w

 ─
20

20
～

20
22
年
─
　
下
肢
外
傷
日
本
小
児
整
形
外
科
学
会
　

第
30
回
研
修
会

横
浜
市

令
和

5
年

8
月

27
日

～
28
日

整
形
外
科

入
江
太
一

苦
手
克
服
　
─
引
張
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
─
　
小

児
橈
骨
遠
位
端
骨
折
の
徒
手
整
復
法

第
18
回
宮
城
小
児
整
形
外

科
研
究
会

仙
台
市

令
和

5
年

8
月

27
日

～
28
日

整
形
外
科

後
藤
悠
樹
，
佐
野
博
高
，
金
谷
淳
平

上
腕
二
頭
筋
長
頭
腱
腱
鞘
内
の
遊
離
体
が
肩
前
方

の
疼
痛
を
来
し
た

2
例

日
本
ス
ポ
ー
ツ
整
形
外
科
学

会
20

23
広
島
市

令
和

5
年

6
月

29
日

～
7
月

1
日

整
形
外
科

金
谷
淳
平
，
後
藤
悠
樹
，
佐
野
博
高

腱
板
修
復
の
た
め
に
挿
入
さ
れ
た

P
E

E
K
製
ス
ー

チ
ャ
ー
ア
ン
カ
ー
の
脱
転
が
長
期
間
見
逃
さ
れ
た

1
例

日
本
ス
ポ
ー
ツ
整
形
外
科
学

会
20

23
広
島
市

令
和

5
年

6
月

29
日

～
7
月

1
日

整
形
外
科

小
暮
敦
史
，
長
谷
川
和
重
，
相
澤
俊
峰

小
指
屈
筋
腱
皮
下
断
裂
の
診
断
と
治
療

第
66
回
日
本
手
外
科
学
会

学
術
集
会

東
京
都

令
和

5
年

4
月

20
日

～
21
日

整
形
外
科

小
暮
敦
史
，
菅
谷
岳
広
，
小
野
田
祥
人
，
相
澤
俊
峰

母
趾

M
T

P
関
節
と

IP
関
節
の
関
節
固
定
術
を
同

時
に
行
っ
た
重
度
足
部
外
傷
の
一
例

第
12

0
回
東
北
整
形
災
害
外

科
学
会

福
島
市

令
和

5
年

6
月

9
日
～

10
日

整
形
外
科

小
暮
敦
史
，
菅
谷
岳
広
，
相
澤
俊
峰

下
肢
開
放
骨
折

G
us

til
o 

Ty
pe

 II
Iの
治
療

:
感
染

例
の
検
討

第
49
回
日
本
骨
折
治
療
学

会
学
術
集
会

静
岡
市

令
和

5
年

6
月

29
日

～
7
月

1
日

整
形
外
科

小
暮
敦
史
，
菅
谷
岳
広
，
相
澤
俊
峰

救
命
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
前
腕
骨
骨
折
の
治
療

l 
─
初
期
治
療
の
重
要
性
─

第
49
回
日
本
骨
折
治
療
学

会
学
術
集
会

静
岡
市

令
和

5
年

6
月

29
日

～
7
月

1
日

整
形
外
科

佐
々
木
大
蔵
，
阿
部
博
男
，
佐
野
博
高
，
入
江
太
一
，

桑
原
功
行
，
泉
山
拓
也
，
上
原
俊
也

屈
筋
腱

bo
w

st
ri

ng
in

g
に
対
し
て

A
2・

A
1・

PA
腱
鞘
再
建
と

M
P
関
節
授
動
術
を
要
し
た

1
例

第
12

0
回
東
北
整
形
災
害
外

科
学
会

福
島
市

令
和

5
年

6
月

9
日
～

10
日

精
神
科

和
田
　
努
，
佐
藤
博
俊
，
高
橋
麻
理
子
，
大
森
夏
美
，

永
野
亜
希
子
，
柿
沼
晴
美
，
井
田
由
喜
子
，
折
原
京

子

精
神
科
身
体
合
併
症
病
棟
に
お
け
る
意
思
決
定
支

援
の
取
り
組
み

第
36
回
　
日
本
サ
イ
コ
オ

ン
コ
ロ
ジ
ー
学
会
総
会
　

奈
良
市

令
和

5
年

10
月

6
日

7
日

精
神
科

和
田
　
努

コ
ロ
ナ
禍
で
問
わ
れ
た
総
合
病
院
精
神
科
の
役
割

～
緊
急
時
か
ら
考
え
る
平
時
の
リ
エ
ゾ
ン
医
療
～
第

36
回
　
日
本
総
合
病
院

精
神
医
学
会
総
会

仙
台
市

令
和

5
年

11
月

17
日

～
18
日

小
児
科

加
藤
　
歩
，
成
重
勇
太
，
星
　
雄
介
，
角
田
文
彦
，

虻
川
大
樹
，
佐
々
木
健
吾
，
戸
子
台
和
哲

改
訂
版

K
in

g’
s 

sc
or

e
が
予
後
予
測
に
有
用
で

あ
っ
た
急
性
肝
不
全
型

W
ils

on
病
の

2
例

第
33
回
東
北
小
児
消
化
器

病
研
究
会

W
eb
開
催
令
和

5
年

3
月

18
日

小
児
科

岩
渕
蒼
太
，
崔
　
裕
貴
，
新
田
　
恩
，
三
浦
啓
暢
，

髙
橋
俊
成
，
近
田
祐
介
，
守
谷
充
司
，
北
村
太
郎
，

藤
原
幾
磨

第
7
波
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
C

O
V

ID
19
）
に
よ
る
熱
性
け
い
れ
ん
入
院
例
の

臨
床
的
検
討
．

第
12

6
回
日
本
小
児
科
学
会

学
術
集
会

東
京
都

令
和

5
年

4
月

14
日

～
16
日

小
児
科

諸
田
真
莉
子
，
島
　
彦
仁
，
藤
原
幾
磨
，
菅
野
順
子

T
R

A
b
が
治
療
開
始

9
か
月
後
に
陽
性
化
し
た
小

児
バ
セ
ド
ウ
病
の
一
例

第
12

6
回
日
本
小
児
科
学
会

学
術
集
会

東
京
都

令
和

5
年

4
月

14
日

～
16
日



 105
診
療
科

発
　
表
　
者
　
名

演
　
　
題
　
　
名

学
　
会
　
名

開
催
地

開
催
年
月
日

小
児
科

藤
原
幾
磨
，
嘉
山
益
子
，
虻
川
大
樹
，
鈴
木
　
大
，

武
田
美
由
紀
，
岡
崎
勘
造
，
西
井
亜
紀
，
白
土
　
晃
，

呉
　
繁
夫

宮
城
県
小
児
肥
満
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
及
び

動
画
制
作
の
取
り
組
み

第
12

6
回
日
本
小
児
科
学
会

学
術
集
会

東
京
都

令
和

5
年

4
月

14
日

～
16
日

小
児
科

近
田
祐
介
，
髙
橋
俊
成
，
崔
　
裕
貴
，
三
浦
啓
暢
，

守
谷
充
司
，
新
田
　
恩
，
北
村
太
郎
，
藤
原
幾
磨

当
院
に
お
け
る
こ
ど
も
の
自
殺
既
遂
例
と
未
遂
例

の
比
較
調
査

第
12

6
回
日
本
小
児
科
学
会

学
術
集
会

東
京
都

令
和

5
年

4
月

14
日

～
16
日

小
児
科

近
田
祐
介

C
O

V
ID

19
流
行
が
仙
台
市
の
小
児
救
急
に
与
え

た
影
響
の
検
討
─
前
後

3
年
間
の
比
較
調
査
─

第
37
回
東
北
救
急
医
学
会

総
会
・
学
術
集
会

W
eb
開
催
令
和

5
年

6
月

24
日

小
児
科

沼
田
亮
介
，
崔
　
裕
貴
，
鵜
養
大
輝
，
佐
伯
尚
美
，

藤
本
　
大
，
森
ひ
ろ
み
，
中
川
智
博
，
加
藤
　
歩
，

近
田
祐
介
，
守
谷
充
司
，
川
野
研
悟
，
北
村
太
郎
，

藤
原
幾
磨

自
然
分
娩
後
に
頭
蓋
骨
陥
没
骨
折
を
認
め
た

1
例
．

第
 2

35
 回

 日
本
小
児
科
学
会

宮
城
地
方
会

仙
台
市

令
和

5
年

6
月

25
日

小
児
科

加
藤
　
歩
，
成
重
勇
太
，
星
　
雄
介
，
角
田
文
彦
，

虻
川
大
樹
，
佐
々
木
健
吾
，
戸
子
台
和
哲

改
訂
版

K
in

g’
s 

sc
or

e
が
予
後
予
測
に
有
用
で

あ
っ
た
急
性
肝
不
全
型

W
ils

on
病
の

2
例

第
 2

35
 回

 日
本
小
児
科
学
会

宮
城
地
方
会

仙
台
市

令
和

5
年

6
月

25
日

小
児
科

森
ひ
ろ
み
，
星
菜
美
子
，
大
田
千
晴
，
岩
澤
伸
哉

肺
塞
栓
症
，深
部
静
脈
血
栓
症
で
発
症
し
，リ
バ
ー

ロ
キ
サ
バ
ン
で
治
療
し
た
先
天
性
ア
ン
チ
ト
ロ
ン

ビ
ン
欠
乏
症
の
一
例

第
59
回
日
本
小
児
循
環
器

学
会

横
浜
市

令
和

5
年

7
月

6
日
～

8
日

小
児
科

加
藤
　
歩
，
成
重
勇
太
，
星
　
雄
介
，
角
田
文
彦
，

虻
川
大
樹
，
佐
々
木
健
吾
，
戸
子
台
和
哲

急
性
肝
不
全
型

W
ils

on
病
の
予
後
予
測
に
お
け

る
改
訂
版

K
in

g'
s 

sc
or

e
の
妥
当
性

第
39
回
日
本
小
児
肝
臓
研

究
会

横
浜
市

令
和

5
年

7
月

15
日

～
16
日

小
児
科

鵜
養
大
輝
，
近
田
祐
介
，
崔
　
裕
貴
，
髙
橋
俊
成
，

守
谷
充
司
，
新
田
　
恩
，
藤
原
幾
磨

過
量
服
薬
に
よ
る
自
殺
企
図
小
児

 2
4 
症
例
の
検

討
第

36
回
日
本
小
児
救
急
医

学
会
学
術
集
会

千
葉
市

令
和

5
年

7
月

22
日

～
24
日

小
児
科

崔
　
裕
貴
，
髙
橋
俊
成
，
近
田
祐
介
，
守
谷
充
司
，

新
田
　
恩
，
藤
原
幾
磨

大
腿
腫
脹
を
契
機
に
診
断
さ
れ
た
血
友
病

A
の

乳
児
例

第
36
回
日
本
小
児
救
急
医

学
会
学
術
集
会

千
葉
市

令
和

5
年

7
月

22
日

～
24
日

小
児
科

藤
原
幾
磨

L
H

R
H
ア
ナ
ロ
グ
製
剤

le
up

ro
lid

e
投
与
で
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
症
状
を
呈
し
た
思
春
期
早
発
症
の

1
例

第
56
回
日
本
小
児
内
分
泌

学
会
学
術
集
会

さ
い
た
ま

市
令
和

5
年

10
月

19
日

～
21
日

小
児
科

沼
田
亮
介
，
中
川
智
博
，
鵜
養
大
輝
，
佐
伯
尚
美
，

藤
本
　
大
，
森
ひ
ろ
み
，
崔
　
裕
貴
，
加
藤
　
歩
，

近
田
祐
介
，
守
谷
充
司
，
川
野
研
悟
，
北
村
太
郎
，

藤
原
幾
磨

リ
ン
パ
球
性
漏
斗
下
垂
体
後
葉
炎
に
よ
り
中
枢
性

尿
崩
症
を
き
た
し
た

 5
 歳
女
児
例

第
23

6
回

 日
本
小
児
科
学
会

宮
城
地
方
会

仙
台
市

令
和

5
年

11
月

19
日

小
児
科

藤
本
　
大
，
崔
　
裕
貴
，
沼
田
亮
介
，
佐
伯
尚
美
，

鵜
養
大
輝
，
森
ひ
ろ
み
，
中
川
智
博
，
加
藤
　
歩
，

近
田
祐
介
， 
守
谷
充
司
，
川
野
研
悟
，
北
村
太
郎
，

藤
原
幾
磨

Fi
lm

A
rr

ay
®
呼
吸
器
パ
ネ
ル
を
行
っ
た

 1
58

 例
の
臨
床
的
検
討

第
23

6
回

 日
本
小
児
科
学
会

宮
城
地
方
会

仙
台
市

令
和

5
年

11
月

19
日

小
児
科

森
ひ
ろ
み
，
内
田
奈
生
，
髙
橋
俊
成
，
菅
原
典
子
，

菊
池
敦
生

ス
テ
ロ
イ
ド
抵
抗
性
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
を
呈
し

た
Ig

M
沈
着
を
伴
う

D
iff

us
e 

m
es

an
gi

al
 

hy
pe

rc
el

lu
la

ri
ty
の
三
例

第
44
回
小
児
腎
不
全
学
会

佐
賀
市

令
和

5
年

11
月

30
日

～
12
月

1
日

皮
膚
科

草
刈
良
之
，
矢
野
美
有
，
大
槻
健
郎

帯
状
疱
疹
後
に
腹
筋
麻
痺
を
生
じ
，
巨
大
卵
巣
腫

瘍
が
判
明
し
た

1
例

第
40

1
回
日
本
皮
膚
科
学
会

宮
城
地
方
会
学
術
大
会

仙
台
市

令
和

5
年

3
月

4
日

泌
尿
器
科

O
ha

ra
 E

., 
Ta

ka
ha

sh
i T

., 
K

at
o 

A
., 

Is
hi

do
ya

 S
.

H
ow

 w
e 

sh
ou

ld
 t

re
at

 f
or

 a
cu

te
 u

ni
la

te
ra

l 
ur

in
ar

y 
he

m
at

ur
ia

:
O

ur
 d

ia
gn

os
is

 a
nd

 t
re

at
m

en
t 

st
ra

te
gi

es
 f

or
 

be
ni

gn
 e

ss
en

tia
l h

em
at

ur
ia

.

第
11

1
回
日
本
泌
尿
器
科
学

会
総
会

神
戸
市

令
和

5
年

4
月

20
日

～
23
日



106
診
療
科

発
　
表
　
者
　
名

演
　
　
題
　
　
名

学
　
会
　
名

開
催
地

開
催
年
月
日

泌
尿
器
科

加
藤
敦
史
，
大
原
英
一
郎
，
井
上
拓
也
，
髙
橋
拓
大
，

石
戸
谷
滋
人

精
巣
癌
と
鑑
別
が
困
難
で
あ
っ
た
精
巣
海
綿
状
血

管
腫
の

1
例

第
26

4
回
日
本
泌
尿
器
科
学

会
東
北
地
方
会

仙
台
市

令
和

5
年

5
月

13
日

泌
尿
器
科

大
原
英
一
郎
，
加
藤
淳
史
，
髙
橋
拓
大
，
石
戸
谷
滋

人
軟
性
尿
管
鏡
に
お
け
る
特
発
性
腎
出
血
の
治
療
成

績
東
北
手
術
手
技
研
究
会

仙
台
市

令
和

5
年

3
月

4
日

泌
尿
器
科

大
原
英
一
郎

尿
路
結
石
症
　
難
症
例
に
対
す
る
治
療
戦
略
　
～
易

し
く
，
易
し
い
尿
路
結
石
治
療
～

第
1
回
東
北
エ
ン
ド
ウ
ロ
ロ

ジ
ー
　
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

W
E

B
令
和

5
年

5
月

17
日

泌
尿
器
科

大
原
英
一
郎
，
加
藤
淳
史
，
井
上
拓
也
，
石
戸
谷
滋

人
特
発
性
腎
出
血
に
対
す
る
治
療
戦
略

:
急
性
の
上

部
尿
路
出
血
に
い
か
に
対
応
す
る
か

第
17

1
回
東
北
泌
尿
器
科
談

話
回
（
第

41
回
東
北

E
B

M
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

仙
台
市

令
和

5
年

7
月

8
日

泌
尿
器
科

大
原
英
一
郎
，
加
藤
淳
史
，
井
上
拓
也
，
石
戸
谷
滋

人
気
腫
性
腎
盂
腎
炎
に
対
し
て
，
全
身
管
理
後
に
腹

腔
鏡
下
腎
摘
除
術
を
行
い
救
命
成
し
得
た
一
例

第
88
回
日
本
泌
尿
器
科
学

会
東
部
総
会

札
幌
市

令
和

5
年

10
月

5
日

～
7
日

産
婦
人
科

宇
賀
神
智
久

M
ee

t 
th

e 
vN

O
T

E
S 

E
xp

er
ts

  
 v

N
O

T
E

S
良
性

疾
患

第
75
回
日
本
産
科
婦
人
科

学
会

東
京
都

令
和

5
年

5
月

13
日

産
婦
人
科

宇
賀
神
智
久

当
院
に
お
け
る

vN
O

T
E

S
子
宮
全
摘
術
の
導
入

か
ら
現
在
ま
で

第
36
回
日
本
内
視
鏡
外
科

学
会

横
浜
市

令
和

5
年

2
月

9
日

産
婦
人
科

氷
室
裕
美
，
宇
賀
神
智
久
，
佐
藤
綾
華
，
小
針
諄
也
，

村
川
　
東
，
佐
々
木
恵
，
早
坂
　
篤
，
大
槻
健
郎

当
院
に
お
け
る

VA
N

H
導
入
の
経
緯
と
意
義
に

つ
い
て

第
70
回
北
日
本
産
科
婦
人

科
学
会

弘
前
市

令
和

5
年

9
月

23
日

産
婦
人
科

谷
口
智
紀
，
西
本
光
男
，
橋
本
亮
平
，
谷
村
史
人

広
汎
子
宮
全
摘
時
に
卵
巣
移
動
術
を
施
行
し
た
後

の
卵
巣
出
血
の
一
例

第
15

3
回
東
北
連
合
産
科
婦

人
科
学
会

秋
田
市

令
和

5
年

6
月

17
日

産
婦
人
科

谷
口
智
紀
，
西
本
光
男
，
橋
本
亮
平
，
渋
谷
祐
介

孤
発
性
卵
管
捻
転
の
一
例

第
70
回
北
日
本
産
科
婦
人

科
学
会

弘
前
市

令
和

5
年

9
月

23
日

産
婦
人
科

谷
口
智
紀
，
西
本
光
男
，
橋
本
亮
平
，
谷
村
史
人
，

佐
藤
壮
樹
，
永
井
智
之

婦
人
科
腹
腔
鏡
手
術
時
に
偶
発
的
に
発
見
し
た
胆

管
癌
の
一
例

第
63
回
日
本
産
科
婦
人
科

内
視
鏡
学
会

大
津
市

令
和

5
年

6
月

17
日

産
婦
人
科

谷
口
智
紀
，
宇
賀
神
智
久
，
小
林
咲
菜
，
小
林
由
佳
，

佐
藤
綾
華
，
村
川
真
理
弥
，
笹
瀬
亜
弥
，
佐
々
木
恵
，

氷
室
裕
美
，
平
山
亜
由
子
，
星
合
哲
郎
，
早
坂
　
篤
，

大
槻
健
郎

卵
巣
子
宮
内
膜
症
性
嚢
胞
の
破
裂
例
に
対
す
る
手

術
療
法
と
保
存
的
加
療
に
関
す
る
比
較
検
討

仙
台
市
東
部
産
婦
人
科
学
術

講
演
会

仙
台
市

令
和

5
年

10
月

26
日

産
婦
人
科

大
槻
健
郎
，
酒
井
文
宣

妊
婦
へ
の

2
価

R
SV
安
定
化
融
合
前

F
タ
ン
パ

ク
質
サ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
ワ
ク
チ
ン
（

R
SV

pr
eF
）
接

種
に
よ
る
乳
児

R
S
ウ
イ
ル
ス
（

R
SV
）
疾
患
の

予
防

:
国
際
共
同
試
験

第
55
回
日
本
小
児
呼
吸
器

学
会

豊
岡
市

令
和

5
年

10
月

7
日

眼
科

松
本
拓
朗
，
吉
岡
真
彰
，
橋
本
和
軌
，
國
方
彦
志
，

中
澤
　
徹

健
常
若
年
女
性
に
発
症
し
，
病
巣
切
除
が
奏
功
し

た
虹
彩
真
菌
腫
瘍
の
一
例

第
77
回
臨
床
眼
科
学
会

東
京
都

令
和

5
年

10
月

6
日

～
9
日

病
理
診
断
科

渋
谷
里
絵
，
齋
藤
明
見

頚
部
リ
ン
パ
節
に
転
移
し
た
原
発
不
明
腫
瘍
の

1
例

第
96
回
日
本
病
理
学
会
東

北
支
部
学
術
集
会

弘
前
市

令
和

5
年

7
月

30
日

歯
科
口
腔
外
科
星
　
香
蓮
，野
上
晋
之
介
，鈴
木
飛
佳
理
，齋
藤
志
都
，

黒
田
佳
奈
子
，
奥
山
喬
介
，
矢
崎
麻
衣
，
大
竹
義
雄
，

樋
口
景
介
，
廣
谷
拓
章
，
永
井
宏
和
，
山
内
健
介

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（

C
O

V
ID

-
19
）
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
後
に
お
け
る
下
顎
骨
骨
折
患
者
の
臨
床

的
検
討

第
24
回
日
本
口
腔
顎
顔
面

外
傷
学
会
総
会

北
九
州
市
令
和

5
年

7
月

22
日

麻
酔
科

安
達
厚
子
，
亀
山
良
亘
，
筆
田
廣
登
，
山
内
正
憲

甲
状
腺
腫
瘍
に
よ
る
気
管
偏
位
症
例
に
お
け
る
縦

隔
進
展
が
気
道
確
保
に
与
え
る
影
響
─

78
症
例

の
後
ろ
向
き
検
討
─

第
70
回
日
本
麻
酔
科
学
会

神
戸
市

令
和

5
年

6
月

1
日
～

3
日
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診
療
科

発
　
表
　
者
　
名

演
　
　
題
　
　
名

学
　
会
　
名

開
催
地

開
催
年
月
日

麻
酔
科

安
達
厚
子
，
亀
山
良
亘
，
筆
田
廣
登
，
山
内
正
憲

認
知
運
動
機
能
低
下
は
無
症
候
性
の
重
症
大
動
脈

弁
狭
窄
症
患
者
に
対
す
る

 非
心
臓
手
術
の
転
帰

に
影
響
す
る
か

第
28
回
日
本
心
臓
血
管
麻

酔
学
会

奈
良
市

令
和

5
年

9
月

16
日

～
17
日

麻
酔
科

安
達
厚
子
，
亀
山
良
亘
，
佐
賀
麗
子
，
小
野
寺
幸
恵
，

安
藤
幸
吉
，
山
内
正
憲

C
O

V
ID

-
19
診
療
に
お
け
る

N
95
マ
ス
ク
の
医
療

関
連
機
器
圧
迫
創
傷
へ
の
影
響

第
50
回
日
本
集
中
治
療
医

学
会

京
都
市

令
和

5
年

3
月

2
日
～

4
日

麻
酔
科

安
藤
幸
吉
，
谷
本
広
太
，
千
種
峻
平
，
舟
橋
優
太
郎
，

安
達
厚
子
，亀
山
良
亘
，櫻
田
幽
美
子
，宮
川
乃
理
子
，

山
内
　
聡
，
山
内
正
憲

C
O

V
ID

-
19
重
症
患
者
の
呼
吸
管
理
の
新
た
な
コ

ン
セ
プ
ト
　
覚
醒
下
腹
臥
位

+
H

F
N

C
の
有
効
性
第

50
回
日
本
集
中
治
療
医

学
会

京
都
市

令
和

5
年

3
月

2
日
～

4
日

麻
酔
科

失
欧
志
津
葉
，
亀
山
良
亘
，
安
達
厚
子
，
佐
藤
麻
理

子
肋
骨
引
下

TA
P

 ブ
ロ
ッ
ク
の
穿
刺
部
位
別
麻
酔

効
果
の
比
較

第
10
回
日
本
区
域
麻
酔
学

会
大
阪
市

令
和

5
年

4
月

14
日

～
15
日

麻
酔
科

髙
橋
み
さ
き
，
佐
藤
大
三
，
岡
本
篤
史
，
古
川
竜
聖
，

長
谷
川
悠
，
川
副
　
友
，
吾
妻
俊
弘

く
も
膜
下
出
血
の
術
後
に
発
熱
性
好
中
球
減
少
症

を
合
併
し
た

1
例

第
51
回
日
本
集
中
治
療
医

学
会

札
幌
市

令
和

5
年

3
月

14
日

～
16
日

麻
酔
科

安
達
厚
子
，
周
　
穎
哲
，
星
は
る
か
，
亀
山
良
亘
，

山
内
正
憲

C
O

V
ID

-
19
診
療
に
お
け
る

N
95
マ
ス
ク
の
医
療

関
連
機
器
圧
迫
創
傷
へ
の
影
響

第
63
回
関
東
甲
信
越
・
東

京
支
部
合
同
学
術
集
会

東
京
都

令
和

5
年

9
月

2
日

救
急
科

山
内
　
聡
，
浅
沼
敬
一
郎
，
高
瀬
啓
至
，
宮
坂
矩
博
，

森
田
望
浩
，
角
田
拓
也
，
相
田
　
遙

地
域
の
救
急
シ
ス
テ
ム
を
東
北
か
ら
発
信
す
る

 
仙
台
市
の
救
急
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
向
け
て

第
37
回
東
北
救
急
医
学
会

総
会
・
学
術
集
会

W
E

B
令
和

5
年

6
月

24
日

救
急
科

高
瀬
啓
至

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
で
の
精
神
科
と
救
急
科
の
協

働
第

36
回
日
本
総
合
病
院
精

神
医
学
会
総
会

仙
台
市

令
和

5
年

11
月

17
日

看
護
部

狩
野
千
遥

A
病
院

B
病
棟
の
心
不
全
患
者
に
対
す
る
介
入
に

お
け
る
多
職
種
連
携
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
実
態
調

査

第
27
回
日
本
心
不
全
学
会

学
術
集
会

横
浜
市

令
和

5
年

10
月

6
日

～
8
日

看
護
部

金
子
美
賀

救
急
車
を
断
ら
な
い
～
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
課

題
と
挑
戦
～

第
24
回
宮
城
県
救
急
医
療

研
究
会

気
仙
沼
市
令
和

5
年

9
月

30
日

看
護
部

丹
野
里
奈

救
急
外
来
看
護
師
が
行
う
小
児
熱
性
け
い
れ
ん
に

対
す
る
帰
宅
始
動
の
現
状
と
課
題

第
24
回
宮
城
県
救
急
医
療

研
究
会

気
仙
沼
市
令
和

5
年

9
月

30
日

看
護
部

上
村
あ
ゆ
み

救
肢
困
難
と
な
っ
た
下
肢
急
性
動
脈
閉
塞
症
患
者

の
虚
血
ケ
ア
方
法
の
振
り
返
り

日
本
フ
ッ
ト
ケ
ア
・
足
病
医

学
会
東
北
地
区
大
会

遠
野
市

令
和

5
年

11
月

11
日

看
護
部

小
松
裕
奈

外
科
病
棟
に
お
け
る
転
倒
・
転
落
イ
ン
シ
デ
ン
ト

の
発
生
要
因
と
今
後
の
課
題

宮
城
県
看
護
協
会
学
術
集
会

仙
台
市

令
和

5
年

11
月

18
日

看
護
部

渡
部
志
歩

混
合
病
棟
看
護
師
の
退
院
支
援
へ
の
依
頼
の
判
断

に
関
す
る
問
題
点
に
つ
い
て
の
実
態
調
査

宮
城
県
看
護
協
会
学
術
集
会

仙
台
市

令
和

5
年

11
月

18
日

看
護
部

佐
藤
　
雅

短
期
入
院
化
学
療
法
を
受
け
る
患
者
に
対
す
る
不

安
軽
減
へ
の
援
助
の
実
態
調
査

宮
城
県
看
護
協
会
学
術
集
会

仙
台
市

令
和

5
年

11
月

18
日

看
護
部

佐
藤
祐
理

癌
終
末
期
患
者
と
の
関
わ
り
を
通
し
て

A
病
棟

看
護
師
が
抱
え
る
困
難
感
と
そ
の
要
因

宮
城
県
看
護
協
会
学
術
集
会

仙
台
市

令
和

5
年

11
月

18
日

看
護
部

井
上
由
起
子

新
人
看
護
師
へ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
実
習
の
取

り
く
み

宮
城
県
看
護
協
会
学
術
集
会

仙
台
市

令
和

5
年

11
月

18
日

薬
剤
科

佐
藤
由
美
，
晴
山
優
香
，
阿
部
知
佳
，
菅
原
　
楓
，

相
澤
雄
人
，菅
野
高
弘
，穂
積
壮
一
，畠
山
綾
子
，成
ヶ

澤
稔
彦

ト
レ
ー
シ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
活
用
向
上
の
た
め
の
取

り
組
み

第
15

3
回
宮
城
県
病
院
薬
剤

師
会
学
術
研
究
発
表
会

仙
台
市

令
和

5
年

3
月

4
日
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診
療
科

発
　
表
　
者
　
名

演
　
　
題
　
　
名

学
　
会
　
名

開
催
地

開
催
年
月
日

薬
剤
科

遠
藤
達
也
，
畠
山
綾
子
，
成
ヶ
澤
稔
彦
，
藤
原
幾
麿

C
O

V
ID

-
19
陽
性
妊
婦
か
ら
出
生
し
た
児
に
対
す

る
N

IC
U
に
お
け
る
母
乳
育
児
へ
の
関
わ
り

日
本
病
院
薬
剤
師
会
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
第

12
回
学
術
大
会

郡
山
市

令
和

5
年

6
月

10
日

～
11
日

薬
剤
科

畠
山
綾
子
，
成
ヶ
澤
稔
彦

妊
娠
と
甲
状
腺
疾
患
治
療

日
本
病
院
薬
剤
師
会
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
第

12
回
学
術
大
会

郡
山
市

令
和

5
年

6
月

10
日

～
11
日

薬
剤
科

山
家
聡
美
，
穂
積
壮
一
，
成
ヶ
澤
稔
彦
，
原
田
省
吾
，

佐
藤
博
俊

当
院
精
神
病
棟
が

C
O

V
ID

-
19
・
精
神
科
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
病
棟
に
な
っ
た
場
合
の
薬
剤
師
の
役
割

第
36
回
日
本
総
合
病
院
精

神
医
学
会
総
会

仙
台
市

令
和

5
年

11
月

17
日

～
18
日

薬
剤
科

穂
積
壮
一
，
山
家
聡
美
，
成
ヶ
澤
稔
彦
，
和
田
　
努
，

佐
藤
博
俊

当
院
の
身
体
科
に
お
け
る
睡
眠
薬
と
せ
ん
妄
に
対

し
て
使
用
さ
れ
る
薬
剤
の
処
方
動
向
に
つ
い
て
の

調
査

第
36
回
日
本
総
合
病
院
精

神
医
学
会
総
会

仙
台
市

令
和

5
年

11
月

17
日

～
18
日

放
射
線
技
術
科
坂
元
健
太
郎
，
加
藤
　
守
，
高
橋
規
之
，
千
田
浩
一
，

笠
松
　
武
，
渥
美
博
人

心
血
管
撮
影
の
臨
床
線
量
評
価

第
13
回
東
北
放
射
線
医
療

技
術
学
術
大
会

山
形
市

令
和

5
年

11
月

4
日

臨
床
検
査
科

若
月
　
悠
，
工
藤
仁
美
，
岩
間
　
香
，
桃
澤
慶
子
，

伊
藤
綾
乃
，
佐
藤
貴
光
，
小
野
寺
佳
子

転
移
性
肺
腫
瘍
が
肺
静
脈
に
浸
潤
し
動
脈
塞
栓
を

生
じ
た

1
例

第
48
回
日
本
超
音
波
検
査

学
会
学
術
集
会

大
阪
市

令
和

5
年

6
月

10
日

～
11
日

臨
床
検
査
科

千
葉
勇
希
，久
米
田
真
奈
，白
井
竜
二
，松
橋
安
紀
子
，

小
野
寺
佳
子
，
大
浦
敏
博

抗
K

el
l様
自
己
抗
体
を
保
有
し
た
治
療
抵
抗
性

A
IH

A
の

1
例

第
12

3
回
日
本
輸
血
細
胞
治

療
学
会
東
北
支
部
例
会

盛
岡
市

令
和

5
年

9
月

16
日

臨
床
検
査
科

岩
澤
綾
子
，
小
林
航
太
，
八
島
若
奈
，
野
村
大
輝
，

小
野
寺
佳
子

F
E

R
-
ラ
テ
ッ
ク
ス

R
X
「
生
研
」
の
基
礎
的
検
討

お
よ
び
導
入
メ
リ
ッ
ト
の
検
証

第
72
回
日
本
医
学
検
査
学

会
高
崎
市

令
和

5
年

5
月

20
日

臨
床
検
査
科

八
島
若
奈
，
白
井
竜
二
，
岩
澤
綾
子
，
古
川
　
楓
，

小
野
寺
佳
子

尿
沈
渣
検
査
を
契
機
に
発
見
さ
れ
た
子
宮
頚
部
上

皮
内
癌
の
一
例

第
11
回
日
臨
技
北
日
本
支

部
医
学
検
査
学
会

福
島
市

令
和

5
年

11
月

4
日

～
5
日

臨
床
検
査
科

佐
藤
貴
光
，
岩
間
　
香
，
桃
澤
慶
子
，
伊
藤
綾
乃
，

若
月
　
悠
，
小
野
寺
佳
子

超
音
波
検
査
を
契
機
に
診
断
さ
れ
た
中
結
腸
動
脈

瘤
の

1
例

第
48
回
日
本
超
音
波
検
査

学
会
学
術
集
会

大
阪
市

令
和

5
年

6
月

10
日

～
11
日

臨
床
検
査
科

大
浦
敏
博

日
本
マ
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
学
会
～

50
年
の
歩

み
と
今
後
の
展
望

第
50
回
日
本
マ
ス
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
学
会

新
潟
市

令
和

5
年

8
月

25
日

栄
養
管
理
課

佐
々
木
麻
友
，
長
﨑
　
太

若
年
女
性
の
重
症
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
の
集
学
的

治
療
に
管
理
栄
養
士
の
介
入
が
有
効
で
あ
っ
た
一

例

第
38
回
日
本
臨
床
栄
養
代

謝
学
会
学
術
集
会

神
戸
市

令
和

5
年

5
月

10
日

栄
養
管
理
課

佐
々
木
麻
友
，
長
﨑
　
太

肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
肝
臓
専
門
医
に

よ
る
「
肝
疾
患
を
考
え
る
多
職
種
連
携
の
会
」
の

取
り
組
み
と
未
来
の
肝
炎
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
養
成
へ
の
可
能
性

第
59
回
日
本
肝
臓
学
会
総

会
奈
良
市

令
和

5
年

6
月

16
日

栄
養
管
理
課

佐
々
木
麻
友

Po
st

 H
C

V
時
代
の
肝
疾
患
多
職
種
連
携
～
栄
養

療
法
と
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
～

第
4
回
肝
疾
患
を
考
え
る
多

職
種
連
携
の
会

仙
台
市

令
和

5
年

9
月

15
日

臨
床
工
学
科

土
屋
は
る
き
，
千
葉
　
健
，
柴
田
　
翔
，
髙
橋
哲
也
，

武
内
洸
弥
，
森
　
稚
菜
，
佐
藤
了
亮
，
佐
藤
慎
也
，

熊
谷
浩
良
，
勝
又
尚
紀

当
院
に
お
け
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
医

療
機
器
の
点
検
方
法

第
73
回
日
本
病
院
学
会

仙
台
市

令
和

5
年

9
月

21
日

～
22
日

総
合
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

澤
井
　
彰
，
山
本
多
恵

当
院
に
お
け
る
透
析
の
開
始
と
継
続
に
関
す
る
意

思
決
定
プ
ロ
セ
ス

第
51
回
宮
城
県
腎
不
全
研

究
会

仙
台
市

令
和

5
年

12
月

3
日

総
合
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー

千
坂
直
史
，
山
本
多
恵

透
析
治
療
，
生
活
支
援
に
後
ろ
向
き
な
患
者
の
支

援
に
関
す
る
一
考
察
～
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
視
点
か
ら
～

第
51
回
宮
城
県
腎
不
全
研

究
会

仙
台
市

令
和

5
年

12
月

3
日


